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帰国隊員が
社会を変える
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世界の学校

子どもたちに
伝えたいSDGs

　
南
米
の
ボ
リ
ビ
ア
に
は
１
２
０
年
以
上
の
日
本
人
移
住
の
歴

史
が
あ
り
、
約
１
万
３
０
０
０
人
の
日
系
人
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
私
は
「
サ
ン
フ
ア
ン
」
と
い
う
日
本
人
移
住
地
の
小
中
学

校
に
赴
任
し
ま
し
た
。
近
く
に
沖
縄
出
身
者
が
多
い
「
オ
キ
ナ

ワ
」
と
い
う
村
も
あ
り
ま
し
た
。

　
移
住
地
内
の
学
校
と
は
い
え
、
日
系
人
は
生
徒
の
約
25
％

で
、
授
業
は
す
べ
て
ス
ペ
イ
ン
語
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
英
語

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
全
学
年
で
学
び
、
農
業
と
家
庭
科
は
５
年

生
以
上
で
学
び
ま
す
。

　
ボ
リ
ビ
ア
の
子
た
ち
は
感
情
表
現
が
豊
か
で
、
発
表
や
劇
が

と
て
も
上
手
。
授
業
で
も
間
違
う
こ
と
を
恐
れ
ず
に
「
先
生
、

合
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
？
」
と
ば
か
り
に
自
分
の
意
見
を
伝
え

て
く
れ
る
の
で
、
授
業
中
も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　
教
室
や
ト
イ
レ
の
掃
除
を
児
童
や
生
徒
が
行
っ
た
り
、
水
曜

日
は
、
朝
礼
で
全
校
児
童
・
生
徒
と
先
生
が
一
緒
に
な
っ
て
日

本
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
た
り
と
、
現
地
校
に
は
な
い
、
日
本
的

な
活
動
の
時
間
も
あ
り
ま
し
た
。

　
日
系
人
で
あ
っ
て
も
世
代
を
重
ね
る
ご
と
に
、
そ
の
文
化
や

習
慣
は
薄
れ
て
い
く
も
の
で
、
祖
父
母
や
両
親
が
日
本
語
を
話

せ
て
も
、
日
常
生
活
で
ス
ペ
イ
ン
語
を
使
う
子
ど
も
た
ち
は
、

日
本
語
が
話
せ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
週
に
８
時
間
、

日
系
の
子
は
継
承
語
と
し
て
日
本
語
を
学
び
、
ボ
リ
ビ
ア
の
子

は
選
択
式
で
日
本
語
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
日
本
語
を
生
か
せ
る
職
業
が
少
な
い
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の

な
か
に
は
日
本
語
を
勉
強
す
る
目
的
が
わ
か
ら
な
い
子
も
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
多
く
の
日
系
人
家
庭
が
コ
メ
や
大
豆
の
栽

培
、
養
鶏
な
ど
の
農
業
に
従
事
し
て
い
る
な
か
で
、「
時
間
を

守
る
」「
お
つ
り
の
計
算
を
間
違
え
な
い
」と
い
っ
た
「
日
本
的

な
こ
と
」
が
仕
事
で
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
声
を
聞
く
と
、

親
は
子
ど
も
に
、
日
本
語
を
通
し
て
日
本
の
文
化
や
習
慣
も
受

け
継
い
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

日系人が多く暮らすボリビアでは
日本の文化や習慣が大切にされています

渡
わた なべ

邉萌
も え な

捺さん（ボリビア／日本語教育／ 2018年度派遣・神奈川県出身）

2クロスロード 2021  10 月号

 「ボリビアの母の日」は、日本とは違い、毎年
５月27日です。学校の休み時間に子どもた
ちを集めて、赤い薄紙でカーネーションの
花を作りました。この日は月曜日で、みんな
制服を着ています

Text= 村重真紀　 写真提供＝渡邉萌捺さん
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編集・発行：
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 「JICA海外協力隊」には「青年海外協力隊」「海外協力隊」
 「シニア海外協力隊」「日系社会青年海外協力隊」「日系社
会海外協力隊」「日系社会シニア海外協力隊」があります。

国際協子さん（ケニア／環境教育／2019年度1次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

  JICA海外協力隊の隊員（経験者を含む）については、次の
ように表記しています。

【凡例】

表紙によせて
お面作りに挑戦するクールムッサ村の子どもたち。毎年、バ
カンスの時期に教育系JICA海外協力隊と首都ダカールの
YMCAスタッフが共同で開催しているキャンプ活動の一コマ
です。普段経験できない物作りやスポーツができるので、多い
日には100人近くの子どもたちが参加してくれました。
三島純菜さん（セネガル／小学校教育／2018年度1次隊・茨
城県出身）
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JICA Volunteers' Reports
派遣先での協力隊員の活動や、OVの活動をリアルにレポート

コロナ禍、現場の状況に合った
さまざまなオンライン授業を模索

 Text・写真提供＝甲
かっとう

藤 瞳
ひとみ

さん（ラオス／日本語教育／ 2019年度2次隊・高知県出身）

事前キャンプの受け入れ断念
それでも派遣国を応援しました
Text・写真提供＝村

むら

田
た

浩
ひろ

子
こ

さん（ベリーズ／青少年活動／ 2006年度3次隊・千葉県出身）

写真提供＝日本郵便株式会社

ｔ
ｓ
Ａ
p
p
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

休
ん
だ
生
徒
に
向
け
、授
業
の
ポ
イ
ン
ト
を

伝
え
る
資
料
の
保
存
も
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
画
面
越
し
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

は
、
学
生
た
ち
の
反
応
が
わ
か
り
に
く
く
、

内
容
や
進
め
方
に
常
に
悩
み
ま
し
た
。

　

一
時
帰
国
中
は
日
本
語
教
育
隊
員
の
報

告
会
や
日
本
語
教
育
分
野
の
勉
強
会
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
再
派
遣
の
時
期
が
見
え
ず
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
手
応
え
も
薄
く
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
下
が
り
が
ち
で
し
た
が
、
こ
う
し
た
講

座
へ
の
参
加
で
活
動
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
、

悩
み
を
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

20
年
12
月
に
再
派
遣
さ
れ
対
面
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、感
染
拡
大
に
よ
る
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
で
大
学
が
閉
鎖
に
な
る
と
き
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。

　

21
年
６
月
に
は
「
漫
才
で
覚
え
る
日
本

語
」と
い
う
授
業
を
大
学
閉
鎖
中
に
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
へ

の
参
加
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

日
本
に
い
る
吉
本
興
業
の
漫
才
コ
ン
ビ
・

フ
ラ
ン
ポ
ネ
さ
ん
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

ぎ
、
学
生
に
「
漫
才
」
を
知
っ
て
も
ら
い
、

最
後
は
学
生
が
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
の
日
本
人
に
向
け
て
日
本

語
で
漫
才
を
披
露
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

学
生
と
私
は
ラ
オ
ス
の
自
宅
か
ら
の
参
加
。

学
生
同
士
が
ペ
ア
に
な
り
、ネ
タ
作
り
や
練

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
は
現
地
の
ア
ス

リ
ー
ト
に
向
け
、
横
芝
光
町
の
人
た
ち
に
寄

付
し
て
も
ら
っ
た
マ
ス
ク
約
５
８
０
０
枚

を
届
け
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
交
流
を
形
に
残
そ
う
と
、
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン 

オ
リ
ジ
ナ
ル 

フ
レ
ー
ム
切
手
の
作

成
も
進
め
ま
し
た
。
ベ
リ
ー
ズ
の
美
し
い
自

然
や
動
植
物
な
ど
の
写
真
を
ベ
リ
ー
ズ
政

府
観
光
局
か
ら
取
り
寄
せ
、
交
流
事
業
の
様

子
を
組
み
合
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

現
地
の
総
選
挙
な
ど
で
時
間
を
要
し
ま
し

た
が
、
な
ん
と
か
大
会
前
の
21
年
７
月
の
発

行
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
内
す
べ
て
の
幼
稚
園
か
ら
高
校
の
協

力
を
得
て
、
ベ
リ
ー
ズ
選
手
団
を
応
援
す
る

動
画
も
制
作
し
ま
し
た
。
来
日
直
前
の
選
手

と
町
内
小
中
学
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
で

こ
の
動
画
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
選
手
た
ち

は
子
ど
も
た
ち
の
応
援
に
感
激
し
た
様
子

で
し
た
。
こ
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
ベ
リ
ー
ズ

に
も
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
、
現
地
で
も
話
題
に

上
り
ま
し
た
。

　

現
地
メ
デ
ィ
ア
に
働
き
か
け
て
く
れ
た

の
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ベ
リ
ー
ズ
支
所
で
す
。
同

支
所
に
は
、
活
動
の
要
所
要
所
で
支
援
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
力
隊
Ｏ
Ｖ
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
Ｏ
Ｖ
が
派

遣
国
へ
の
熱
い
思
い
を
持
ち
続
け
て
い
る
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

ラ
オ
ス
南
部
に
あ
る
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト

大
学
。
国
内
で
２
番
目
と
な
る
日
本
語
主

専
攻
コ
ー
ス
が
で
き
て
４
年
目
を
迎
え
た

日
本
語
学
科
で
活
動
し
、１
年
生
か
ら
４
年

生
ま
で
88
名
の
授
業
を
教
員
4
名
（
ラ
オ

ス
人
３
名
と
私
）で
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
３
月
、私
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
一
時
帰
国
し
ま

し
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト

大
学
で
は
対
面
授
業
を
再
開
。
私
も
日
本

か
ら
何
か
で
き
な
い
か
と
手
探
り
で
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
教
室
に
は
学
生
用
の
パ
ソ
コ
ン

や
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
設
備
が
あ
り
ま
せ
ん
。
幸
い

学
生
た
ち
は
皆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以
下
、

ス
マ
ホ
）を
持
っ
て
い
る
の
で
、
ス
マ
ホ
で

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
て
授
業
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
環
境
が
不
安
定
な
こ

と
も
あ
り
日
本
か
ら
私
だ
け
で
授
業
を
進

め
る
の
は
難
し
い
た
め
、私
が
教
案
を
作
っ

て
、同
僚
教
員
た
ち
に
講
義
し
て
も
ら
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

教
室
に
い
る
と
き
と
同
じ
よ
う
に
学
生

の
様
子
を
把
握
す
る
に
は
、私
の
パ
ソ
コ
ン

１
画
面
内
で
教
室
内
の
全
員
を
見
ら
れ
る

よ
う
に
、ス
マ
ホ
の
数
を
少
な
く
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
複
数
人
で
１
台

の
ス
マ
ホ
を
使
用
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

同
僚
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
学
生
へ
の
連

絡
・
課
題
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
は
Ｗ
ｈ
ａ

 

「
お
世
話
に
な
っ
た
ベ
リ
ー
ズ
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
が
あ
る
の
な
ら
」
と
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
た
ベ
リ
ー
ズ
選
手
団
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
、千
葉
県
横よ
こ
し
ば芝  

光
ひ
か
り
ま
ち町に

転
職
し
た

の
が
２
０
１
９
年
。
そ
れ
か
ら
交
流
事
業
を

企
画
・
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
21
年
４
月
に
町
は
選

手
団
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
を
断

念
。
選
手
と
町
民
が
直
接
交
流
す
る
こ
と
は

か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
年
前
、
交
流
事
業
の
担
当
に
な
っ
て
ま

ず
取
り
か
か
っ
た
の
は
、隊
員
当
時
の
仲
間・

北
村
紘
子
さ
ん
（
音
楽
／
2
0
0
6
年
度
１

次
隊
／
ベ
リ
ー
ズ
在
住
）
が
副
代
表
を
務
め

る
ベ
リ
ー
ズ
の
ス
チ
ー
ル
パ
ン
バ
ン
ド
「
パ

ン
テ
ン
プ
タ
ー
ズ
・
ス
チ
ー
ル
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
」
の
招
待
で
す
。

　

来
日
し
た
中
学
生
を
含
む
メ
ン
バ
ー
は
、

町
内
の
小
中
学
校
や
駅
前
の
交
流
施
設
で

演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
中
学
校
で
は
生
徒

た
ち
が
空
手
や
書
道
、
浴
衣
の
着
付
け
と

い
っ
た
日
本
文
化
を
紹
介
し
、
中
学
生
同
士

の
交
流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
ベ
リ
ー
ズ
に
派
遣
さ
れ
て
い

た
木
村
諒
子
さ
ん
（
環
境
教
育
／
２
０
１
７

年
度
４
次
隊
）
が
担
当
す
る
小
学
校
と
当
町

の
小
学
校
を
つ
な
ぎ
、
環
境
保
全
を
テ
ー
マ

に
し
た
壁
画
の
共
同
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

※
１

※
3

※
2

※１  ＷｈａｔｓＡｐｐ：テキストや音声メッセージの送信、通話が可能で画像、ドキュメントなどを共有できるメッセージアプリ。
※２ 南アジア日本語教育フォーラム「第11回 ｜漫才で覚える日本語」主催：JLESA (Japanese Language Education in South Asia)。
　　 2020年春頃から月に一度ほど、「コロナ禍での日本語教育」をテーマにセミナーやフォーラムを開催していた。
※３ Zoomのブレイクアウトルーム：Zoom上のミーティング参加者を、少人数のグループに分け、その中で話し合いなどができる機能。 45 クロスロード 2021  10 月号クロスロード 2021  10 月号

from  Laosfrom  Japan

習
を 

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム

で
実
施
。
お
披
露
目
で
笑
っ
て
も
ら
え
て
、

い
い
体
験
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

3 帰国直前にベリーズ選手団から町に贈
られたポロシャツ。サインが書かれている。
村田さんは図書館にベリーズを町民に紹
介するコーナーも作った
4 オリジナル フレーム切手「横芝光町×
ベリーズ ホストタウン フレーム切手」（日
本郵便株式会社）。ベリーズの美しい動植
物などの写真とホストタウン事業の写真
を組み合わせてデザイン

NHK「世界を応援しよう！ベリーズ×横芝光町」

応援動画の一部は

ここで見ることができます

34

2

1

1 再派遣後の対面での授業（右端が甲藤さん）
2 一時帰国中に日本から行ったオンライン授業で
の集合写真。「オンライン授業のときは同僚の先生
や学生たちが教室内の写真や課題発表中のビデオを
送ってくれたのが助けになりました。そして、学生た
ちが出席し続けてくれたことがうれしかったです」



　

豊
か
な
農
村
地
帯
が
広
が
る
群
馬
県
南
西

部
の
町
、
甘
楽
町
。
世
界
遺
産
「
富
岡
製
糸

場
」
で
有
名
な
富
岡
市
と
隣
接
し
、
か
つ
て

は
養
蚕
の
町
と
し
て
も
栄
え
た
。

　

そ
の
甘
楽
町
に
、「
農
村
か
ら
世
界
の
未
来

を
育
て
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
自
然
塾
寺
子
屋
」（
以
下
、
寺

子
屋
）は
あ
る
。
理
事
長
を
務
め
る
の
は
、
同

県
高
崎
市
出
身
の
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
、
矢
島
亮
一
さ

ん
だ
。
２
０
０
１
年
に
任
意
団
体
と
し
て
設
立

し
て
以
降
、
03
年
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人

格
を
取
得
、
15
年
に
株
式
会
社
も
設
立
し
な

が
ら
、
途
上
国
と
甘
楽
富
岡
地
域
の
農
村
を

つ
な
ぎ
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
き
た
。

　

青
少
年
育
成
や
国
際
協
力
と
い
っ
た
社
会

活
動
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や
町
案

内
を
併
設
し
た
古
民
家
カ
フ
ェ
を
運
営
。
ま

た
、
農
林
水
産
省
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
町
の
行
政

な
ど
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
、「
協
力
隊
員

に
向
け
た
技
術
補
完
研
修
」「
農
業
関
連
で
海

外
へ
行
く
日
本
人
へ
の
事
前
研
修
」「
海
外
か

ら
の
農
業
研
修
員
の
受
け
入
れ
」「
通
訳
・
翻

訳
サ
ー
ビ
ス
」「
外
国
人
技
術
者
の
サ
ポ
ー

ト
」
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　

幅
広
い
活
動
の
な
か
で
特
徴
的
な
の
が
、

農
業
関
連
事
業
は
地
元
専
業
農
家
に
指
導
に

あ
た
っ
て
も
ら
い
、
町
を
あ
げ
て
地
域
外
か

ら
来
る
人
た
ち
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

寺
子
屋
が
立
ち
上
げ
た
有
志
農
家
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
甘
楽
富
岡
農
村
大
学
校
」
に
所
属

し
て
協
力
隊
員
や
研
修
員
に
技
術
指
導
を
す

る
地
元
農
家
は
、
実
に
78
軒
に
も
及
ぶ
。

頼 れ る
仲 間

67 クロスロード 2021  10 月号クロスロード 2021  10 月号

Case

1

特 集

帰 国 隊 員 が
社 会 を
変 え る

PROFILE
群馬県出身。東京農業大学卒業後、カ
ナダで山岳ガイド、日本でホテル勤務な
どを経て、1999年に協力隊員としてパナ
マへ。帰国後、甘楽町で自然塾寺子屋
の事業を始めながら、グローカルな町づ
くりのため、大学院に進学。甘楽町なら
ではの町づくりを実践中。

理事長

矢島亮一さん
Ryoichi Yajima

パナマ／村落開発普及員／
1998年度3次隊

PROFILE
京都府出身。高校卒業後米国留学。帰
国後、滋賀県で多文化理解教育や外国
籍住民サポート事業に携わり、2011年に
協力隊員としてホンジュラスへ。現地女
性らが寺子屋を通じて農業研修を受け
ていたことから、帰国後に寺子屋の農業
イベントに参加。14年から勤務。

事務局長

森 栄梨子さん
Eriko Mori

ホンジュラス／村落開発普及員／
2010年度4次隊

農
業
を
通
じ
た
町
づ
く
り
で

外
国
人
と
の
共
生
社
会
の
実
現
へ

農村文化を通して国内外の
「人」をつなぎ、育てたい

DX

自然環境保護
多文化共生

移住者も外国人労働者
も生活しやすい環境を
つくります

帰
国
隊
員
が

社
会
を

変
え
る

特  

集

  

「
世
界
を
良
く
し
た
い
」
と
使
命
感
を

持
っ
て
赴
任
し
た
も
の
の
、
思
う
よ
う

に
力
が
発
揮
で
き
ず
に
悩
ん
だ
り
、
逆

に
現
地
の
方
々
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と

は
多
い
。
ま
た
価
値
観
が
大
き
く
変

わ
っ
た
協
力
隊
員
も
い
る
。

　

昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
一
時
帰
国
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
協
力
隊
員
が
い
た
よ
う

に
、
と
き
に
は
活
動
を
中
断
し
て
帰
国

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
起
こ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
任
地
で
体
験
し
た
こ
と
は
大
き

な
収
穫
に
な
る
は
ず
だ
。

　

そ
こ
で
、
任
地
で
の
出
来
事
が
転
機

と
な
り
、
帰
国
後
、
社
会
を
変
え
る
活

動
を
し
て
い
る
協
力
隊
O
V
た
ち
を
紹

介
す
る
。

Case2
インスタリム 代表

徳島 泰さん

N
P
O
法
人
自
然
塾
寺
子
屋（
群
馬
県
・
甘
楽
町
）　

矢
島
亮
一
さ
ん

Case3
大杉谷自然学校 校長

大西かおりさん

Case1
自然塾寺子屋 理事長

矢島亮一さん

Text＝ホシカワミナコ（本誌）　写真提供＝自然塾寺子屋（扉、P7-9）、インスタリム（扉、P10-11）、大杉谷自然学校（扉、P12-13）



　

多
く
の
協
力
隊
員
や
海
外
か
ら
の
研
修
員

が
寺
子
屋
に
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
が

人
を
呼
び
、
移
住
者
や
新
規
就
農
者
も
現
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
寺
子
屋
の
事
務
局
長
を

務
め
る
森
栄
梨
子
さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
。
任

地
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
人
た
ち
が
寺
子
屋
で

研
修
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
帰
国
後
に
寺
子
屋
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
移
住
し
て
働
く
ま
で
に
な
っ
た
。

 

「
ほ
か
に
も
農
業
を
始
め
た
Ｏ
Ｂ
や
、
養
蚕

を
始
め
た
Ｏ
Ｂ
も
い
て
、
寺
子
屋
が
あ
る
こ

と
で
、
移
住
者
も
地
域
に
な
じ
み
や
す
い
環

境
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
森
さ
ん
）。

本
当
の
豊
か
さ
と
は
何
か
？

　

矢
島
さ
ん
が
寺
子
屋
を
創
設
す
る
に
至
っ

た
の
は
、
村
落
開
発
普
及
員
と
し
て
活
動
し

た
パ
ナ
マ
で
の
経
験
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

山
間
部
の
村
々
を
徒
歩
で
移
動
し
、
現
地

調
査
を
し
、
農
家
の
方
々
へ
農
業
指
導
を
す

る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
現
地
へ
行
っ
て

み
る
と
日
本
で
は
当
た
り
前
に
あ
る
農
機
具

や
道
具
は
な
く
、「
自
分
の
知
る
農
業
技
術
が

使
え
な
い
こ
と
に
愕が
く

然ぜ
ん

と
し
ま
し
た
。
山
岳

ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
の
で
ア
ウ
ト
ド
ア
の
経

験
は
あ
っ
た
も
の
の
、
火
の
焚た

き
付
け
ひ
と

つ
と
っ
て
も
、
道
具
が
な
い
と
も
た
つ
き
ま

し
た
。
地
元
の
方
に
教
わ
る
こ
と
の
ほ
う
が

多
か
っ
た
ん
で
す
」。

　

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
日
本
や
ほ
か
の
協
力

隊
員
と
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
な
ど
皆
無
の

時
代
だ
。
孤
立
無
援
で
奮
闘
す
る
矢
島
さ
ん

を
、
パ
ナ
マ
の
人
々
は
「
と
も
に
働
く
仲

間
」
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
そ
こ
に
は
貧
し

い
な
か
で
も
助
け
合
い
、
人
を
思
い
や
る
心

の
豊
か
さ
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

若
い
頃
は
実
家
が
農
家
な
の
が
恥
ず
か
し

か
っ
た
矢
島
さ
ん
だ
が
、
パ
ナ
マ
の
農
家
で

と
も
に
働
く
う
ち
に
「
本
当
の
幸
せ
や
豊
か

さ
と
は
何
か
」
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

 

「
高
度
成
長
期
、
田
舎
の
次
男
以
下
の
男
手

は
都
会
に
出
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
り
ま
し

た
。
田
舎
は
切
り
捨
て
ら
れ
て
、
農
家
の
担

い
手
は
激
減
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の

多
く
は
今
で
も
農
村
で
、
地
域
に
根
差
し
た

助
け
合
い
の
精
神
や
文
化
や
歴
史
が
残
っ
て

い
ま
す
。
東
京
だ
け
が
文
化
の
発
祥
地
で
は

な
い
、
そ
れ
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
の
が
、

パ
ナ
マ
で
の
経
験
で
し
た
」。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
経
験
を
生
か
し
て

 

「
日
本
の
農
業
の
発
展
・
改
善
の
プ
ロ
セ
ス

を
、
日
本
の
農
村
か
ら
海
外
の
人
に
伝
え
て

い
こ
う
。
地
方
に
残
る
人
と
自
然
の
豊
か
さ

を
、
日
本
の
若
者
に
伝
え
て
い
こ
う
」。
そ
う

考
え
た
矢
島
さ
ん
は
、
帰
国
後
、
出
身
の
群

馬
県
内
の
農
村
部
の
自
治
体
を
回
り
「
農
業

を
軸
に
し
た
町
づ
く
り
や
国
際
協
力
活
動
」

の
提
案
を
行
っ
た
。
閉
鎖
的
な
農
村
部
で
は
、

こ
う
し
た
提
案
に
関
心
を
持
つ
自
治
体
は
な

か
な
か
現
れ
な
か
っ
た
が
、
唯
一
、
理
解
を

示
し
て
く
れ
た
の
が
甘
楽
町
だ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
最
初
か
ら
甘
楽
富
岡
地
域
の

人
々
が
協
力
隊
員
や
海
外
か
ら
の
研
修
生
を

快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

外
か
ら
来
た
人
た
ち
が
「
教
え
て
も
ら
う
」

姿
勢
を
忘
れ
ず
に
、
必
死
に
な
っ
て
取
り
組

む
。
そ
の
姿
を
見
た
地
域
の
人
た
ち
が
、
一

人
、
ま
た
一
人
と
協
力
者
に
な
っ
て
く
れ
た

の
だ
。
そ
れ
こ
そ
、
協
力
隊
時
代
に
矢
島
さ

ん
が
経
験
し
た
よ
う
に
。

　

寺
子
屋
で
は
近
年
、
日
本
で
働
く
外
国
人

技
術
者
に
向
け
、
医
療
面
や
日
本
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
手
続
き
、
職
場
で
の
人
間
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
生
活
安
心
パ
ッ
ク
」
の
運
営

も
他
団
体
と
３
者
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

 
「
我
々
協
力
隊
員
は
任
地
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
立
場
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
日
本
で

働
く
外
国
人
労
働
者
の
気
持
ち
が
わ
か
り
ま

す
。
農
村
が
培
っ
て
き
た
文
化
を
今
に
生
か

し
な
が
ら
、
国
内
外
か
ら
の
移
住
者
も
差
別

な
く
楽
し
く
暮
ら
せ
る
町
、
甘
楽
富
岡
地
域

だ
か
ら
で
き
る
町
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」（
矢
島
さ
ん
）。
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地
域
活
性
化
、
外
国
人
と
の
共
生
社
会
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

海
外
協
力
隊
支
援
、
国
際
交
流
、
国
際
協
力
な
ど

テーマ

古民家かふぇ「信州屋」には、喫茶、町案内、イベントスペースがある

●❶

●❷

❶さまざまな人種・年齢の人たちが
参加した稲作体験の交流プログラム　
❷日本の農業を学びに来た海外から
の研修生。教えるのは甘楽町や富岡
市の農家の方だ
❸甘楽町で就農した高野一馬さん

（写真左）も協力隊OB。派遣前の農
業研修時に甘楽町の魅力にひかれ、
Iターンを決意した ●❸

協力隊員としてパナマ共和国へ（村落開発普及員）

転  機  ▶ 村人たちと接し、助けられたことのほ
うが多いことに気づく。「途上国と日本の農村を
連携させたい」

●帰国後、複数の自治体にプレゼン。「農業を軸
にした町づくり」を行ってきた甘楽町に受け入
れられる

●甘楽富岡農村大学校設立。この頃、大学院に
進学し国際学を学ぶ

●自然塾寺子屋を設立（2001年）。任意団体から
NPO法人格取得（2003年）後、事業の一部を継
承する株式会社自然塾寺子屋を設立（2015年）

転 機

一時帰国の隊員も支援

昨年は新型コロナウイルス感染拡
大により一時帰国した協力隊員を、
嬬恋村のキャベツ農家に派遣する
プロジェクトを企画した。外国人技
能実習生の入国が止まり、人手不
足に悩むキャベツ農家と、志半ば
で帰国を余儀なくされた協力隊員
をマッチングさせたのだ。解団式で
はお互いに涙するほどの絆が生ま
れた。今後技能実習生が来たとき、
農家の方 と々の関係性がさらに良好
になることも期待されている。
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「
３
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
義
足
を
作
れ
な
い

か
？
」
。
こ
う
尋
ね
ら
れ
た
の
は
、
任
地
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
開
設
し
た
市
民
工
房
に
い
た
と

き
だ
っ
た
。

　

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
大
手
医

療
機
器
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し
、
２
０
１
２
年

に
協
力
隊
に
現
職
参
加
し
た
德
島
泰
さ
ん
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貿
易
産
業
省
に
配
属
さ
れ
、

地
元
企
業
で
デ
ザ
イ
ン
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、

大
学
で
デ
ザ
イ
ン
教
育
を
行
っ
た
り
し
た
。

　

現
地
で
活
動
を
始
め
る
と
、
も
の
づ
く
り

の
基
本
か
ら
教
え
る
よ
り
も
デ
ジ
タ
ル
機
器

を
使
っ
た
指
導
の
ほ
う
が
伝
わ
り
や
す
い
こ

と
に
気
づ
き
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
合
同
で
フ
ィ
リ

ピ
ン
初
と
な
る
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
を
設

置
し
た
デ
ジ
タ
ル
市
民
工
房
を
立
ち
上
げ
た
。

 

「
工
房
で
廃
棄
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
加
工
し
た

商
品
づ
く
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
指
導
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
大
統
領
が
見
学
に
見
え
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の
見
学
者
が
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
複
数
の
方
か
ら

義
足
製
作
の
要
望
を
受
け
た
ん
で
す
」
。

　

調
べ
て
み
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
貧
困
層

は
米
主
体
の
糖
質
過
多
な
食
生
活
が
主
流
で
、

糖
尿
病
が
ま
ん
延
し
て
い
た
。

 

「
お
金
が
な
く
て
病
院
に
行
か
ず
に
放
置
し

た
結
果
、
足
を
切
断
す
る
ほ
か
な
い
人
も
多

く
い
ま
し
た
。
足
が
腐
敗
し
て
動
け
ず
、『
無

駄
な
食
い
ぶ
ち
に
な
る
く
ら
い
な
ら
早
く
死

に
た
い
』
と
い
っ
た
声
も
聞
き
ま
し
た
」
。

　

こ
れ
ま
で
の
職
歴
で
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
開

発
、
製
造
ラ
イ
ン
の
管
理
、
会
社
経
営
と
ひ
と

と
お
り
の
経
験
が
あ
り
、
途
上
国
の
貧
困
層

の
方
々
と
も
接
し
て
き
た
德
島
さ
ん
は
、「
自

分
が
や
る
し
か
な
い
」
と
決
意
し
、
３
Ｄ
プ
リ

ン
ト
義
足
の
開
発
に
着
手
し
た
の
だ
っ
た
。

　

会
社
を
辞
め
て
、フ
ィ
リ
ピ
ン
で
J
I
C
A

の
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
な
が
ら
現

地
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
慶
應
義
塾
大
学
の

文
部
科
学
省
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
給
与
を
も
ら
う
研

究
員
の
立
場
で
開
発
を
続
け
た
。
義
足
製
作

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
に
３
年
を
費
や
し
、

18
年
に
イ
ン
ス
タ
リ
ム
を
創
業
。
翌
年
つ
い

に
販
売
を
開
始
し
た
。
現
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

３
０
０
名
以
上
の
ユ
ー
ザ
ー
が
い
る
。

　

昨
年
職
員
の
一
人
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
一
時
帰
国
し
た

ま
ま
任
期
満
了
と
な
っ
た
、
義
肢
装
具
士
の

岩
根
朋
也
さ
ん
が
加
わ
っ
た
。
志
半
ば
で
帰

国
し
た
岩
根
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
協
力
隊

O
B
が
経
営
す
る
企
業
で
、
同
じ
理
想
を
追

い
続
け
ら
れ
る
こ
と
は
本
望
だ
っ
た
と
い
う
。

　

協
力
隊
員
に
な
っ
て
か
ら
、
德
島
さ
ん
の
生

活
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。「
価
格
が
低
け
れ
ば
、

あ
き
ら
め
て
い
た
人
も
義
足
が
手
に
入
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
歩
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
職
に
就

く
可
能
性
も
高
ま
り
ま
す
。
今
後
も
低
価
格
・

高
品
質
な
製
品
を
作
り
、
貧
困
の
連
鎖
を
止

め
た
い
」。
躍
進
を
続
け
る
イ
ン
ス
タ
リ
ム
に
、

世
界
が
注
目
し
て
い
る
。

❶インスタリムで義肢装具を作るた
めに開発した3Dプリンター　
❷フィリピンで使用者へのヒヤリング
❸さまざまな義足。左がインスタリ
ムで開発した3Dプリント義足、中央
が国際赤十字社の義足、右がインド
の NGOが作った水道管パイプを
使った義足

Case

2

特 集

帰 国 隊 員 が
社 会 を
変 え る

人生を諦めざるを
得なかった人たちを助けたい

格安でも体にフィット
する義肢装具を作って
いきます

も
の
づ
く
り
、
Ｄ
Ｘ
（
※
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）、

障
害
者
支
援
、
途
上
国
支
援
、
医
療

テーマ

頼 れ る
仲 間

PROFILE
島根県出身。幼少期に義足製作で来日し
た、モンゴル人の少年との出会いをきっ
かけに義肢装具士養成校に進学し免許
を取得。民間の義肢装具製作所勤務を
経て、2019年に協力隊員としてウズベキ
スタンへ。新型コロナウイルス感染拡大
のため20年３月に一時帰国。日本で任期
を満了し現職。

職員

岩根朋也さん
Tomoya Iwane

ウズベキスタン／ 福祉用具／
2018年度4次隊

PROFILE
京都府出身。大学を中退して父親が興し
た会社を手伝っていた時、中国の取引先
工場での廃液垂れ流しに衝撃を受け
る。28歳で多摩美術大学で工業デザイ
ンを学び、医療機器メーカーに就職。
2012年に現職参加でフィリピンへ。帰
国後は義足開発に着手し、18年インスタ
リム創業。

代表

德島 泰さん
Yutaka Tokushima

フィリピン／デザイン／
2012年度１次隊 

３
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
作
る

安
価
な
義
足
で
新
興
国
を
支
援

イ
ン
ス
タ
リ
ム
株
式
会
社
（
東
京
都
千
代
田
区
）
德
島 

泰
さ
ん

医療機器メーカー在職中に協力隊員としてフィリピ
ンへ赴任（デザイン）

転  機  ▶ 市民工房開設。廃棄プラスチックの加
工プロジェクトスタート。3Dプリンターによる義
足製作の要望を受け、現地調査スタート

●帰国。前職を退職し、慶應義塾大学大学院で
研究員として２つのプロジェクトを続ける

●合同会社としてインスタリムを設立(2017年)
●インスタリム株式会社創業(2018年)

転 機

●❶

●❷

●❸

※デジタルトランスフォーメーション…デジタル技術を活用することで社会
や生活を良い方向に変化させること。



1213 クロスロード 2021  10 月号クロスロード 2021  10 月号

　

任
地
で
活
動
す
る
な
か
で
、
漠
然
と
で
も

「
自
分
が
本
当
に
や
り
た
か
っ
た
こ
と
」
や

「
心
地
い
い
と
感
じ
る
こ
と
」
に
気
づ
け
ば
、

具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
な
く
て
も
、

お
の
ず
と
そ
の
方
向
に
歩
み
だ
す
こ
と
が
で

き
る
。
故
郷
の
三
重
県
大
杉
谷
地
区
で

N
P
O
法
人
大
杉
谷
自
然
学
校
を
運
営
し
、

今
や
地
域
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い

る
大
西
か
お
り
さ
ん
も
そ
ん
な
一
人
だ
。

　

紀
伊
半
島
に
あ
る
吉
野
熊
野
国
立
公
園
。

多
様
な
自
然
や
文
化
が
織
り
な
す
こ
の
国
立

公
園
の
一
部
に
、
三
重
県
・
大
杉
谷
地
区
は

あ
る
。
山
あ
い
で
育
っ
た
大
西
さ
ん
が
青
年

海
外
協
力
隊
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
小
学

生
の
と
き
だ
。
途
上
国
で
井
戸
を
造
る
協
力

隊
員
の
記
事
に
感
銘
を
受
け
、「
い
つ
か
私

も
」
と
心
に
誓
っ
た
と
い
う
。

　

大
学
を
卒
業
し
た
大
西
さ
ん
は
晴
れ
て
協

学
校
の
校
舎
活
用
案
が
募
集
さ
れ
て
い
た
。

 

「
都
会
に
住
む
人
が
増
え
て
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
親
世
代
も
本
物
の
自
然
と
触
れ

合
う
機
会
が
減
る
な
か
、
自
然
体
験
を
提
供

す
る
自
然
学
校
が
世
の
中
に
広
く
認
知
さ
れ

始
め
た
時
期
で
し
た
。
そ
こ
で
、
町
に
大
杉

谷
自
然
学
校
の
設
立
を
提
案
し
た
の
で
す
」。

　

大
西
さ
ん
の
思
い
は
町
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

２
０
０
１
年
に
大
杉
谷
自
然
学
校
が
開
校
、

体
験
型
環
境
教
育
が
始
ま
っ
た
。

　

そ
の
中
に
は
、
地
元
の
高
齢
者
を
講
師
に

招
き
、
自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
日
常
の
な
か

で
生
ま
れ
た
「
知
恵
や
伝
統
技
術
」
を
教
わ

る
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。 

 

「
こ
の
地
域
に
は
、
小
学
校
に
上
が
る
頃
か

ら
覚
え
て
、
70
歳
に
な
る
頃
ま
で
続
け
る
伝

統
漁
法
『
し
ゃ
く
り
』
が
あ
り
ま
す
。
ア
ユ

の
行
動
を
先
読
み
し
て
釣
り
上
げ
る
漁
法
で
、

し
ゃ
く
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
ア
ユ

と
駆
け
引
き
す
る
知
恵
、
川
の
ル
ー
ル
、
人

付
き
合
い
な
ど
を
学
ん
で
き
た
の
で
す
」。

 　

地
元
小
学
校
で
は
、
山
で
木
を
切
り
、
乾

か
し
、
売
る
と
い
っ
た
一
年
を
通
し
た
林
業

体
験
の
授
業
も
あ
る
と
い
う
。 

 

「
子
ど
も
た
ち
は
自
然
の
な
か
で
仕
事
を
す

る
こ
と
で
、
先
人
た
ち
の
知
恵
や
技
術
を
学

び
ま
す
。『
昔
の
日
本
人
の
す
ご
さ
』
は
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
力
で

す
。
人
口
減
少
は
止
め
ら
れ
な
く
て
も
、
知

恵
や
技
術
は
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
、
地
域

の
良
さ
を
残
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

❶未就学児と親が参加する「おおだ
い森のようちえん」は、年5回の自然
体験プログラム。大台町教育委員会
の受託事業　
❷アユを捕まえる伝統漁法「しゃく
り」の継承を行っているところ
❸地域の小学校では、4年生の授業
で1年間の林業体験を行う
❹川遊びで手づかみして捕ったアユ
は塩焼きに

Case

3

特 集

帰 国 隊 員 が
社 会 を
変 え る

●❶

●❷●❸

●❹

環
境
教
育
、
自
然
環
境
保
護
と
調
査
研
究
、

地
域
支
援
（
自
然
と
共
生
す
る
町
づ
く
り
、
移
住
促
進
な
ど
）

テーマ

力
隊
員
と
な
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
理
科
教
師

た
ち
へ
向
け
、
実
験
機
材
の
使
い
方
や
授
業

の
進
め
方
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
任
期
を
１

年
延
長
し
て
挑
ん
だ
３
年
間
の
活
動
の
な
か

で
大
西
さ
ん
の
心
に
響
い
た
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地
方
に
残
る
雄
大
な

自
然
や
、
現
金
収
入
を
あ
ま
り
必
要
と
し
な

い
自
然
と
共
存
し
た
生
き
方
、
そ
こ
で
育
ま

れ
る
家
族
や
地
域
の
深
い
絆
だ
っ
た
。

 

「
日
本
で
も
昔
は
当
た
り
前
だ
っ
た
持
続
可

能
な
生
き
方
に
は
、
文
化
や
知
恵
や
技
術
が

生
き
て
い
ま
す
。
消
え
ゆ
く
前
に
、
残
さ
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」。

　

１
９
９
８
年
に
帰
国
し
た
大
西
さ
ん
は
、

任
地
で
感
じ
た
思
い
を
仕
事
に
つ
な
げ
る
に

は
ど
う
す
る
べ
き
か
を
考
え
続
け
た
。

　

そ
の
頃
、
大
杉
谷
地
区
で
は
農
業
や
林
業

に
従
事
す
る
人
が
減
り
、
廃
校
に
な
っ
た
小

自
然
体
験
で
子
ど
も
た
ち
と

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す

N
P
O
法
人
大
杉
谷
自
然
学
校（
三
重
県
・
大
台
町
）　

大
西
か
お
り
さ
ん

新卒で協力隊員としてフィリピンへ赴任（理数科
教師）

転  機  ▶ 星座も埋もれるほどの星空と、家族
の絆や地域の助け合い。現代の日本が急速に
失いつつある大切なものに気づく

●帰国後、故郷で社会に貢献する仕事を探して
いたとき廃校活用の話があり、自然学校を提案

●任意団体として「大杉谷自然学校」を設立
(2001年)

●特定非営利活動法人設立(2007年)

転 機

豊かな自然や昔の
日本人の知恵を伝えたい

PROFILE
三重県出身。小学生の頃に新聞で青年
海外協力隊の記事を読み、協力隊への
参加が将来の夢になる。三重大学卒業
後、協力隊員に応募し、1995年から3年
間フィリピンへ赴任。帰国後に自然学校
指導者の資格を取得し、2001年に大杉
谷自然学校を開校、校長に。

校長

大西かおりさん
Kaori Onishi

フィリピン／理数科教師／
1995年度２次隊



マラウイの基礎知識

知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈マラウイ〉

1415 クロスロード 2021  10 月号クロスロード 2021  10 月号

1971年の派遣に始まり、今年で協力隊派遣50周年を迎えるマラウイ。
このページで、まずはマラウイについてご紹介します。

■  マラウイ
面積：11.8万平方km2（日本の約1／3）
人口：1,862万人（2019年：世界銀行）
首都：リロングウェ
民族：バンツー系
	 	（主要民族はチェワ、トゥンブーカ、ンゴニ、ヤオ）
言語：チェワ語（国語）、英語（公用語）、各民族語
宗教：人口の約75％がキリスト教
	 	（その他イスラム教、伝統宗教）

※2020年7月28日現在
出典：外務省ホームページ（https://www.mofa.go.jp/
mofaj/area/malawi/data.html#section1）

■  派遣実績
派遣締結日　：1971年7月2日
派遣締結地　：ブランタイア
派遣開始　　：1971年8月
派遣隊員累計：1,895人
※2021年8月31日現在
出典：国際協力機構（JICA）

マラウイ湖

マラウイ

アフリカ

リロングウェ

ブランタイア

このお二人にお話を
お聞きしました！

Text＝大竹幸乃（本誌・P14-P15）／田端広英（P15-19）　写真提供＝水谷恭二さん（P15右上）／草苅康子さん（P15左上）／田仲永和さん（P18-19）

帰
国
後
も
か
か
わ
り
続
け
た
く
な
る

マ
ラ
ウ
イ
の
魅
力
と
は
？

歴
代
派
遣
隊
員
数
が
最
も
多
く
、協
力
隊
員
に
は
な
じ
み
の
あ
る
マ
ラ
ウ
イ
。

帰
国
隊
員
で
も
あ
る
お
二
人
か
ら
マ
ラ
ウ
イ
の
歴
史
や
文
化
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
教
育
の
機
会
が
与

え
ら
れ
た
。

 

「
こ
れ
ま
で
革
命
や
内
戦
を
経
験
し
な
か

っ
た
マ
ラ
ウ
イ
は
、
ア
フ
リ
カ
で
は
平
和

な
国
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、

日
本
マ
ラ
ウ
イ
協
会
理
事
の
水
谷
恭
二
さ

ん
。
１
９
８
１
年
度
１
次
隊
で
森
林
経
営

隊
員
と
し
て
マ
ラ
ウ
イ
に
赴
任
。

２
０
０
５
年
か
ら
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
マ
ラ
ウ
イ

事
務
所
長
を
務
め
た
。

 

「
マ
ラ
ウ
イ
の
主
食
は
粉
末
状
の
白
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
お
湯
と
練
っ
て
作
る
『
シ

マ
』。台
湾
の
農
耕
隊
に
よ
る
稲
作
の
普
及

で
米
の
入
手
も
容
易
で
、
協
力
隊
員
に
と

っ
て
食
事
も
口
に
合
う
た
め
、
食
生
活
の

苦
労
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」（
水
谷
さ
ん
）

　
マ
ラ
ウ
イ
は
〝
Ｔ
ｈ
ｅ　
Ｗ
ａ
ｒ
ｍ　

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ　
ｏ
ｆ　

Ａ
ｆ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ

（
ア
フ
リ
カ
の
温
か
い
心
）〟
と
の
別
名
を

　
ア
フ
リ
カ
南
東
部
の
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国

（
以
下
、マ
ラ
ウ
イ
）は
、タ
ン
ザ
ニ
ア
、モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
、ザ
ン
ビ
ア
と
国
境
を
接
し
、

国
土
の
５
分
の
１
を
マ
ラ
ウ
イ
湖
が
占
め

る
。
主
要
産
業
は
た
ば
こ
、
砂
糖
、
紅
茶
、

ナ
ッ
ツ
な
ど
で
、
国
民
の
お
よ
そ
８
割
が

農
業
に
従
事
す
る
農
業
国
だ
。
一
人
あ
た

り
の
所
得
は
低
く
、
世
界
最
貧
国
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
る
。

　
１
９
６
４
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し

た
マ
ラ
ウ
イ
は
、
独
立
の
２
年
後
に
は
バ

ン
ダ
初
代
大
統
領
が
権
力
を
掌
握
。
30
年

も
の
間
、
一
党
独
裁
制
が
敷
か
れ
た
。
一

方
で
、
自
分
へ
の
反
発
が
起
き
る
こ
と
を

恐
れ
た
バ
ン
ダ
大
統
領
は
人
々
の
生
活
を

大
き
く
制
限
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
１
９
９
４
年
に
は
独
立
後
初

め
て
の
大
統
領
・
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、

ム
ル
ジ
大
統
領
政
権
が
誕
生
し
た
。
初
等

教
育
の
無
償
化
政
策
が
導
入
さ
れ
、
よ
り

持
ち
、
こ
れ
は
明
る
く
親
し
み
や
す
い
マ

ラ
ウ
イ
人
の
性
格
を
例
え
て
い
る
。
外
に

出
れ
ば
、
知
ら
な
い
人
と
で
も
す
ぐ
に
仲

良
く
な
れ
る
の
が
マ
ラ
ウ
イ
人
。
困
っ
た

と
き
に
は
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ

る
優
し
い
国
民
だ
。

　

同
じ
く
マ
ラ
ウ
イ
協
会
理
事
で
あ
り
、

１
９
９
７
年
度
３
次
隊
・
初
代
村
落
開
発

普
及
隊
員
と
し
て
マ
ラ
ウ
イ
に
赴
任
し
、

現
在
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
研
究
員
と
し
て

マ
ラ
ウ
イ
で
研
究
に
励
む
草
苅
康
子
さ
ん

は
こ
う
話
す
。

 

「
マ
ラ
ウ
イ
は
〝
最
貧
国
〟
の
一
つ
で
あ

り
、
都
市
を
離
れ
る
と
電
気
や
水
道
の
整

っ
て
い
な
い
地
域
も
多
く
、
生
活
面
で
苦

労
の
多
い
派
遣
国
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

対
人
関
係
で
の
ス
ト
レ
ス
は
少
な
い
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
帰
国
後
、
再
び
マ
ラ
ウ
イ

に
か
か
わ
る
活
動
を
続
け
た
い
と
い
う
人

は
多
い
と
思
い
ま
す
」

PROFILE
日本マラウイ協会理事。協力隊参加後、1988年に
国際協力事業団に入団。青年海外協力隊事務局
やマラウイ事務所長としての勤務、四国支部での
勤務を経て2018年５月に退職。

水
み ず

谷
た に

恭
き ょ う じ

二さん
森林経営／ 1981年度1次隊・福岡県出身

PROFILE
日本マラウイ協会理事。協力隊参加後、JICA海外長期研
修・米国大学院を経て、主にアフリカ諸国にてJICA専門家
として、またUNDP（※1）、国連大学、世界銀行、東京大学
などで勤務。現SATREPS（※２）長期研究員。

草
く さ

苅
か り

康
や す

子
こ

さん
村落開発普及員／ 1997年度3次隊・山形県出身

世界遺産の「マラウイ湖国立公園」
 （写真提供：草苅康子さん）

※1 UNDP…国連開発計画
※2 SATREPS…国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）並びに国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）と独立行政法人国際協力機構 
           （JICA） が共同で実施している、開発途上国の研究者が共同で研究を行う3～5年間の研究プログラム。出典：科学技術振興機構(JST)ホームページより 
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技
術
移
転
を
託
さ
れ
た
協
力
隊
派
遣

　

協
力
隊
が
マ
ラ
ウ
イ
へ
最
初
に
派
遣
さ
れ

た
の
は
、
１
９
６
５
年
の
協
力
隊
海
外
初
派

遣
か
ら
６
年
後
に
あ
た
る
、
１
９
７
１
年
８

月
の
こ
と
。
協
力
隊
と
し
て
は
13
番
目
、
サ

ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
、
ケ
ニ
ア
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ザ
ン
ビ
ア
に
次
ぐ
４
番
目
の

派
遣
国
だ
っ
た
。

 

「
当
時
、
日
本
政
府
は
発
足
間
も
な
い
協
力

隊
の
派
遣
先
拡
大
に
積
極
的
で
し
た
が
、
マ

ラ
ウ
イ
は
、
ま
だ
日
本
大
使
館
が
な
か
っ
た

国
の
な
か
で
も
比
較
的
早
い
派
遣
事
例
で
し

た
」
と
話
す
水
谷
さ
ん
。
マ
ラ
ウ
イ
協
力
隊

の
歴
史
を
研
究
す
る
草
苅
さ
ん
も
、
派
遣
の

経
緯
に
つ
い
て
「
当
時
、
マ
ラ
ウ
イ
大
使
も

兼
ね
て
い
た
駐
ケ
ニ
ア
大
使
に
よ
る
働
き
か

け
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。
交
渉
文
書
か

ら
は
、
経
済
成
長
を
し
て
い
る
日
本
か
ら
の

技
術
移
転
を
期
待
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
」
と
、
話
す
。

　

最
初
の
派
遣
隊
員
は
、
漁
業
統
計
２
名
、

ラ
ジ
オ
製
作
２
名
、
測
量
３
名
の
７
名
。
マ

ラ
ウ
イ
の
安
定
し
た
政
情
を
背
景
に
順
調
に

派
遣
隊
員
数
は
増
加
し
、
現
在
は
累
計

１
８
０
０
名
を
超
え
て
い
る
。
国
別
で
は
最

多
の
派
遣
先
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
初
は

「
協
力
隊
の
派
遣
以
前
に
活
動
し
て
い
た
イ

ギ
リ
ス
の
Ｖ
Ｓ
Ｏ
や
ア
メ
リ
カ
の
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ

ｅ 

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｓ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
徐
々
に
引
き
揚
げ
る
の
と
入
れ
替
わ
り
に
、

協
力
隊
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」（
水
谷
さ
ん
）

マ
ラ
ウ
イ
人
の
心
に
刻
ま
れ
た
協
力
隊

　

１
８
０
０
名
を
超
え
る
派
遣
実
績
の
う
ち
、

派
遣
部
門
別
で
は
、
保
健
医
療
、
教
育
、
農

業
、
保
守
操
作
の
順
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

職
種
別
で
は
、
理
科
教
育
・
数
学
教
育
、
看

護
師
・
助
産
師
・
保
健
師
、
村
落
開
発
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
が
上
位
を
占
め
る
。

　

特
に
理
数
科
分
野
の
教
育
が
多
い
の
は
、

マ
ラ
ウ
イ
の
特
徴
の
一
つ
だ
と
水
谷
さ
ん
は

言
う
。

 

「
長
い
間
、
理
数
科
教
師
一
本
や
り
で
、
音

楽
な
ど
情
操
教
育
の
派
遣
は
な
く
、
体
育
の

要
請
も
遅
れ
て
か
ら
で
し
た
。
基
礎
学
力
の

向
上
が
優
先
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

近
年
は
Ｅ
ｘ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｖ
ｅ 

Ａ
ｒ
ｔ
ｓ

（
情
操
教
育
）
教
科
の
派
遣
要
請
も
増
え
て

い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
進
学

率
の
向
上
に
よ
り
教
育
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た

こ
と
や
、
民
主
化
と
い
っ
た
マ
ラ
ウ
イ
社
会

の
変
化
が
あ
り
ま
す
」（
水
谷
さ
ん
）

　

マ
ラ
ウ
イ
社
会
で
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
隊
員
も
多
い
。
例
え
ば
マ
ラ
ウ
イ
で

人
気
テ
レ
ビ
番
組
と
な
っ
た
国
営
放
送
（
Ｔ

Ｖ
Ｍ
）
の
「
サ
イ
エ
ン
ス
マ
ン
」
を
制
作
し

た
長
谷
宏
司
さ
ん
（
シ
ニ
ア
隊
員
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
／
２
０
０
５
年
度
）
、
マ

ラ
ウ
イ
人
歌
手
と
制
作
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
予
防
啓
発
ソ
ン
グ
「
デ
ィ
マ
ク
コ
ン
ダ

（
愛
し
て
い
る
）
」
が
国
民
的
ヒ
ッ
ト
を
記

録
し
た
山
田
耕
平
さ
ん
（
村
落
開
発
普
及
員

／
２
０
０
３
年
度
２
次
隊
）
な
ど
。

　

こ
う
し
た
〝
有
名
人
〟
に
限
ら
ず
、「
隊

員
の
活
動
が
多
く
の
マ
ラ
ウ
イ
人
の
心
に
思

い
出
と
し
て
強
く
刻
ま
れ
て
い
る
」
と
話
す

の
は
草
苅
さ
ん
だ
。「
町
を
歩
い
て
い
る
と
、

『
も
し
か
し
て
、
日
本
人
か
？　

私
は
協
力

隊
の
誰
々
か
ら
数
学
を
教
わ
っ
た
ん
だ
』
な

ど
と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
頻
繁
に
あ
り

ま
す
」（
草
苅
さ
ん
）

「
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
運
動
」（
※
１
）
の
草
分
け

　

マ
ラ
ウ
イ
で
は
複
数
の
隊
員
が
取
り
組
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
数
多
く
実
施
さ
れ
て
き
た
。

１
９
７
４
年
か
ら
の
オ
ニ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
養
殖
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
始
ま
り
、
身
障
者
雇
用
・
訓
練

を
目
的
と
し
た
マ
ゴ
メ
ロ
農
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

ム
ジ
ン
バ
南
部
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
活
動
地
域
も
分
野
も
幅
広
く
、

継
続
的
な
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
、
ロ
ビ
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
た
丹
羽
克
介
さ
ん
（
野
菜
／

１
９
９
６
年
度
３
次
隊
）
は
、
現
在
も
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
門
家
と
し

て
「
Ｍ
Ａ
―
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｐ
」（
※
2
）
に
携
わ
り
、

マ
ラ
ウ
イ
に
在
住
。
小
規
模
農
家
の
意
識
を

「
作
っ
て
売
る
」
か
ら
「
売
る
た
め
に
作

る
」
に
変
え
、
所
得
向
上
を
目
指
し
た
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　

マ
ラ
ウ
イ
政
府
が
国
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
推
進
す
る
「
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
運
動
」
も
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
支
援
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
だ
。

マ
ラ
ウ
イ
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
Ｏ

Ｖ
Ｏ
Ｐ
事
業
の
草
分
け
で
あ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

に
よ
る
マ
ラ
ウ
イ
政
府
へ
の
「
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
運

動
」
導
入
の
後
、
２
０
０
３
年
に
第
３
回
ア

フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

III
）
の
た

め
に
来
日
し
た
ム
ル
ジ
大
統
領
（
当
時
）
が
、

県
を
挙
げ
て
「
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
運
動
」
を
展
開
し

て
い
た
大
分
県
を
訪
問
。
そ
の
取
り
組
み
を

自
国
で
再
現
す
る
べ
く
、
マ
ラ
ウ
イ
に
Ｏ
Ｖ

Ｏ
Ｐ
事
務
局
を
設
置
。
国
を
挙
げ
て
の
取
り

組
み
を
始
め
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
マ
ラ
ウ
イ
事
務

所
も
同
時
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
を
開
始
し

た
。

　

協
力
隊
員
が
か
か
わ
る
こ
と
で
「
Ｏ
Ｖ
Ｏ

Ｐ
運
動
」
は
農
村
部
に
も
広
く
行
き
渡
り
、

バ
オ
バ
ブ
オ
イ
ル
や
食
用
油
、
お
米
、
せ
っ

け
ん
な
ど
、
地
域
産
品
に
よ
る
商
品
作
り
と
、

現
地
住
民
の
収
入
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
青
木
道
裕
さ
ん
（
村
落
開
発
普

及
員
／
２
０
１
２
年
度
１
次
隊
）
は
任
地
の

Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
で
パ
ー
ム
ヤ
シ
油
せ
っ

け
ん
の
制
作
か
ら
販
売
に
携
わ
り
、
収
入
向

上
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
田
村
美
津
子
さ
ん

（
幼
児
教
育
／
２
０
０
９
年
度
３
次
隊
）
は
、

教
育
以
前
に
ま
ず
収
入
の
向
上
・
安
定
が
欠

か
せ
な
い
と
感
じ
、
２
０
１
３
年
度
派
遣
シ

ニ
ア
隊
員
と
し
て
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
事
務
局
に
再
赴

任
。
女
性
た
ち
に
手
芸
教
室
で
裁
縫
を
指
導

し
て
収
入
の
向
上
安
定
に
努
め
る
と
と
も
に
、

10
年
来
の
夢
で
あ
っ
た
保
育
園
を
立
ち
上
げ

た
。

「
隊
員
の
配
属
先
に
Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
国
連
世
界
食

糧
計
画
）
が
あ
る
の
は
、
協
力
隊
員
と
し
て

国
際
機
関
で
働
け
る
世
界
で
も
珍
し
い
事
例

で
す
。
こ
れ
ま
で
10
名
の
隊
員
が
Ｗ
Ｆ
Ｐ
で

活
動
し
て
き
ま
し
た
」（
水
谷
さ
ん
）

　

派
遣
職
種
の
多
様
化
や
現
地
住
民
と
深
く

結
び
つ
い
た
活
動
の
広
が
り
は
、
50
年
の
派

遣
の
歴
史
の
な
か
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
際
協

力
活
動
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
隊
員
た
ち
自
身

が
共
に
成
長
し
て
き
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

「
足
り
な
い
穴
を
埋
め
る
だ
け
で
な
く
、
互

い
に
学
び
合
い
な
が
ら
双
方
が
成
長
で
き
る

関
係
の
大
切
さ
を
、
マ
ラ
ウ
イ
側
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
側
も
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
草
苅
さ
ん
）

知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈マラウイ〉

知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈マラウイ〉

派
遣

　 

周
年
を

振
り
返
る

50

大統領官邸にて行われた協力隊派遣40周年記念式典（写真提供：日本マラウイ協会）

❶OVOPグループで地域の人々 の収入向上を目指し
て作ったパームヤシ油せっけん（写真提供：青木道
裕さん）
❷JOCA農民自立支援プロジェクトの一環で、農家
にニンニクの植えつけを指導（2007年ムジンバ県に
て。 写真提供：丹羽克介さん）

※1 OVOP運動…One Village One Product（一村一品）運動
は、1980年に当時の大分県知事であった平松守彦さんの提
唱により始まった。各地域でそれぞれ1つの特産品を育てるこ
とにより地域の活性化を図るプロジェクト。

※2 MA-SHEP…小規模園芸農家の生産性・マーケティング能力
の強化を図ることを目的とした「市場志向型小規模園芸農業
推進プロジェクト」 ●❶●❷
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楽
し
く
歌
っ
て

学
力
向
上
を
目
指
す

こ
こ
で
は
近
年
話
題
に
な
っ
た
O
B
の

活
躍
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
算
数
の
学
力

向
上
の
た
め
作
っ
た
「
か
け
算
ソ
ン
グ
」

を
普
及
さ
せ
る
た
め
奮
闘
し
た
田
仲
さ

ん
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

実
践
授
業
を
行
っ
て
事
前
事
後
テ
ス
ト
の
点

数
の
伸
び
を
デ
ー
タ
化
し
た
り
す
る
な
ど
し

て
教
育
現
場
へ
の
導
入
を
図
っ
た
。　
　

　

田
仲
さ
ん
自
身
も
教
室
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
ノ
リ
ノ
リ
で
踊
っ
た
り

歌
っ
た
り
し
な
が
ら
普
及
促
進
に
努
め
た
こ

と
で
、
Ｔ
Ｔ
Ｃ
の
教
え
子
の
な
か
に
も
熱
心

に
実
践
す
る
学
生
が
増
え
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
田
仲
さ
ん
は

協
力
隊
に
対
す
る
「
熱
い
信
頼
」
を
感
じ
る

こ
と
も
多
か
っ
た
と
振
り
返
る
。

 

「『
か
け
算
ソ
ン
グ
』
の
Ｍ
Ｖ
を
国
営
テ
レ

ビ
局
に
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
局
の
幹
部
が

即
決
で
放
送
を
快
諾
し
て
く
れ
た
の
に
は
驚

き
ま
し
た
。
彼
は
過
去
に
も
協
力
隊
と
か
か

わ
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
歴
代
隊
員

の
活
動
に
よ
り
信
頼
の
土
壌
が
育
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」

つ
な
が
り
続
け
る
マ
ラ
ウ
イ
と
の
絆

　

Ｔ
Ｔ
Ｃ
で
小
学
校
教
員
を
目
指
す
学
生
と

の
出
会
い
は
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
ム

チ
ン
ジ
県
）
の
建
設
に
も
つ
な
が
っ
た
。

 

「
派
遣
中
は
Ｔ
Ｔ
Ｃ
の
学
生
寮
に
住
ん
で
い

た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
『
地
元
に
学
校
を
つ

く
り
た
い
』
と
熱
く
語
る
学
生
ジ
ョ
ナ
サ
ン

と
出
会
い
ま
し
た
。
教
育
実
習
で
地
元
に

戻
っ
た
彼
の
も
と
を
何
度
も
訪
問
し
、
そ
の

真
剣
さ
を
あ
ら
た
め
て
知
っ
た
こ
と
で
『
小

さ
な
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』（
※
６
）
を
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　

２
０
２
１
年
の
夏
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
５
名
の
マ
ラ
ウ
イ
代
表
選
手
が

出
場
し
た
。
彼
ら
に
向
け
た
ア
ス
リ
ー
ト
応

援
ソ
ン
グ
「
Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ　

Ｈ
ａ
ｓ

　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
（
※
１
）
」
を
同
国
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
と
共
同
制
作
し
た
の
は
、
協
力
隊

Ｏ
Ｂ
の
田
仲
永
和
さ
ん
だ
。

 

「
こ
の
応
援
ソ
ン
グ
は
、
派
遣
中
に
歌
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
た
と
き
に
つ
な
が
っ
た
現

地
の
仲
間
に
も
リ
モ
ー
ト
で
協
力
し
て
も
ら

い
な
が
ら
制
作
し
ま
し
た
」
と
話
す
田
仲
さ

ん
は
、
９
年
間
の
小
学
校
教
諭
経
験
を
経
て
、

２
０
１
７
年
、
現
職
参
加
で
マ
ラ
ウ
イ
に
赴

任
。
首
都
リ
ロ
ン
グ
ウ
ェ
の
小
学
校
教
員
養

成
校
（
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）
で
教
員
を
目
指
す
学
生
向

け
に
算
数
科
・
表
現
芸
術
科
の
指
導
に
携

わ
っ
た
。
Ｔ
Ｔ
Ｃ
で
は
週
15
コ
マ
程
度
の
授

業
や
教
育
実
習
の
授
業
評
価
な
ど
を
担
当
。

授
業
の
空
き
時
間
に
は
、
付
属
小
学
校
へ
足

を
運
ん
で
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
の

が
「
か
け
算
ソ
ン
グ
」（
※
２
）
だ
。

「
か
け
算
ソ
ン
グ
」で
感
じ
た
熱
い
信
頼

　

マ
ラ
ウ
イ
で
は
過
去
に
、
協
力
隊
員
が
制

作
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
啓
発
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
「
デ
ィ
マ
ク
コ
ン
ダ
（
愛

し
て
い
る
）」
が
ヒ
ッ
ト
し
た
事
例
も
あ
っ

た
が
、「
音
楽
経
験
も
な
い
自
分
に
は
、
活
動

に
音
楽
を
生
か
す
発
想
は
な
か
っ
た
」
と
い

う
田
仲
さ
ん
。
だ
が
、
付
属
小
学
校
の
放
課

後
を
利
用
し
て
有
志
の
学
生
と
「
縄
跳
び
ク

ラ
ブ
」
の
活
動
を
行
う
な
か
、
縄
跳
び
啓
発

ソ
ン
グ
「
Ｊ
ｕ
ｍ
ｐ　

Ｒ
ｏ
ｐ
ｅ
」（
※
３
）
を

制
作
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
ほ
か
に
も

「
生
活
習
慣
病
予
防
啓
発
ソ
ン
グ
」（
※
４
）
や
、

日
本
と
マ
ラ
ウ
イ
の
子
ど
も
た
ち
の
合
作
で

で
き
た
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
」（
※
５
）
な

ど
、
振
り
返
る
と
い
く
つ
も
の
歌
を
手
掛
け

て
い
た
。

 

「
学
生
の
発
案
を
き
っ
か
け
に
、
学
生
や
地

元
の
音
楽
好
き
の
青
年
た
ち
と
一
緒
に
音
源

や
Ｍ
Ｖ
（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
）
も
作
り

ま
し
た
。
私
も
チ
ェ
ワ
語
で
下
手
な
歌
を
歌

わ
さ
れ
ま
し
た
が
、
思
い
出
づ
く
り
に
い
い

か
な
、
く
ら
い
の
軽
い
気
持
ち
で
参
加
し
ま

し
た
」
と
笑
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
経
験

が
「
か
け
算
ソ
ン
グ
」
に
つ
な
が
っ
た
。

 

「
マ
ラ
ウ
イ
の
子
ど
も
た
ち
の
算
数
の
力
が

伸
び
な
い
原
因
の
一
つ
に
、
か
け
算
が
満
足

に
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
プ
リ
ン

ト
作
り
の
紙
に
も
不
足
す
る
状
況
下
、
一
ク

ラ
ス
２
５
０
人
も
の
子
ど
も
た
ち
に
効
果
的

に
か
け
算
を
教
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
？　

そ
の
答
え
の
一
つ
が
『
か
け
算
ソ

ン
グ
』
で
し
た
」

　

１
の
段
か
ら
12
の
段
ま
で
を
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
歌
う
「
か
け
算
ソ
ン
グ
」
は
、
同
期
隊
員

や
学
生
と
協
力
し
て
作
詞
・
作
曲
。
教
育
省

と
連
携
し
て
実
験
校
を
設
定
し
、
各
校
の
子

ど
も
た
ち
が
出
演
す
る
Ｍ
Ｖ
を
制
作
し
た
り
、

　

結
果
、
田
仲
さ
ん
の
派
遣
中
に
２
ブ
ロ
ッ

ク
（
教
室
）
が
完
成
。
現
在
は
４
ブ
ロ
ッ
ク

に
拡
張
さ
れ
、
４
学
年
が
通
う
正
規
の
小
学

校
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

派
遣
終
了
後
、
小
学
校
教
諭
に
復
職
し
、

現
在
は
教
育
委
員
会
に
勤
務
す
る
田
仲
さ
ん

は
、
最
後
に
こ
う
話
し
て
く
れ
た
。

 

「
前
勤
務
校
で
は
マ
ラ
ウ
イ
で
の
協
力
隊
経

験
を
活
か
し
、
マ
ラ
ウ
イ
と
日
本
の
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
活
動
の
一
環
で
、
楽
曲
を
制

作
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
マ
ラ
ウ
イ
と
の

つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
、
二
国
間
の
交
流
を

通
し
て
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は

視
野
を
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
願

い
を
持
っ
て
、
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

活動先の教員養成学校で学生に算数を教える田仲さん（右奥）「縄跳びクラブ」を発足し小学校でも活動していた（後列左から2番目）

知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈マラウイ〉

知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈マラウイ〉

活動の舞台裏

　理由は日々の暮らしぶりにあった。派遣中は

学生寮で暮らした田仲さん。入居早々、水道が

出なくなり、1年間、生活用水を近所の教員宅に

もらいに行く生活が続いた。「両手に25リットル

ずつ、背中のバックパックに20リットル背負って、

汗まみれで水を運ぶ姿が、学生たちの『共感』

につながったのだと思います」

波乱の寮生活

　田仲さんが派遣中の2018年5月、TTCでは大

きな学生デモが発生した。その原因の一つに

なったのが「トイレ問題」だ。教室棟の近くにト

イレがなく、歩いて5、6分かかる付属小学校ま

で行くか、教室棟裏の竹林で用を足すような状

態で「こうした生活環境の悪さが学生たちの不

満のもとにありました」。デモの際、「学生たちに

『タナカはオレたちの仲間だ』と妙な連帯感を

持たれたのが面白かった」と振り返る。

部屋の水道から
出てきたのは泥水だった

毎日汗だくで水くみ

※1 東京2020オリンピック・パラリンピック出場アスリート応援ソング『The Time Has Come』 
 −TANAKA feat. AYAKO− with MALAWI
※2 同じく2017年度1次隊・小学校教育隊員の平松祐衣さん、栗田優さんと制作した「マラウイ か

け算ソング TANAKA,MALAWI −Tidziwe Multiplication−」
※3 JUMP ROPE −TANAKA− in MALAWI (マラウイ縄跳び啓発ソング)
※4 マラウイ 生活習慣病予防ソング TANAKA, MALAWI −Samala Moyo−
※5 ONE WORLD ワンワールド −日本&マラウイ コラボソング−(chorus by students in 

JAPAN & MALAWI)
※6   『小さなハートプロジェクト』…（一社）協力隊を育てる会による、活動中の協力隊員と日本の支

援者の方 を々つなぎ、協力隊員の「地域貢献」を支援する募集型支援金プロジェクト：https://
www.sojocv.or.jp/mbr_support/heart/jocv/index.html

PROFILE
千葉大学教育学部で小学校教員養成課程
を卒業したのち2005年から2年間、外務
省在外公館派遣員として在中国日本大使
館に勤務。08年から千葉県の公立小学校
に教諭として勤務するなか、現職参加で協
力隊に。現在は千葉県の教育委員会にて
学校教育課指導主事として勤務。

田
た

仲
な か

永
ひ さ

和
か ず

さん
小学校教育／ 2017年度1次隊・
千葉県出身

CHIKONDI TANAKA
−MALAWI−

田仲さんがこれまで手掛け
た歌はこちらのYouTube
チャンネルをチェック！
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ま
り
、常
に
弱
さ
を
見
せ
ず
専
門
家

の
立
場
を
貫
い
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。旅
行
客
と
は
違
い
、協
力
隊
員

は
２
年
間
そ
こ
に
住
む
わ
け
で
す
か

ら
、小
手
先
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

術
で
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。

 

「
現
地
化
」す
る
こ
と
で
相
手
の
状

況
を
把
握
し
、相
手
の
気
持
ち
に
な

っ
て
み
る
。
ぜ
ひ
実
践
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「現地化」するコツ3カ条
1 インターネットにつながる時間を減らす

2 いかなるときも地元の人と接する

3 相手から学ぶ姿勢で、弱さも見せる

　
相
談
者
さ
ん
は
、観
察
力
や
分
析

力
に
優
れ
て
い
る
方
な
の
で
し
ょ
う
。

物
理
や
数
学
を
教
え
る
以
前
に
行
う

べ
き
課
題
が
見
つ
か
り
、
解
決
に
向

け
誰
に
ど
う
根
回
し
す
れ
ば
い
い
か

を
何
度
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
課
題
解
決
に
お
い
て
分
析
は
必
要

で
す
が
、私
は
分
析
よ
り
も
ま
ず
は

そ
の
国
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
自
分

が
「
現
地
化
」す
る
こ
と
を
お
薦
め

し
ま
す
。

　

仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、オ
フ
の
時
間

も
、現
地
の
人
と
と
も
に
過
ご
す
こ

と
で
、
近
所
の
方
に
生
活
回
り
の
こ

と
を
聞
い
た
り
、
近
寄
っ
て
く
る
子

ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ
り
、
飲
食
店
で

店
員
さ
ん
と
会
話
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
う
し
て
少
し
ず
つ
現
地
の

感
覚
が
つ
か
め
て
き
て
、周
囲
と
思

考
が
似
て
く
る
、そ
れ
が
「
現
地
化
」

で
す
。

　
こ
の
「
現
地
化
」
が
な
い
ま
ま
分

析
を
行
う
と
、日
本
的
な
常
識
が
ベ

ー
ス
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
相
手
と
の

距
離
は
縮
ま
り
ま
せ
ん
。

 

「
多
く
の
教
師
が
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
低
か
っ
た
」の
は
な
ぜ

か
。そ
れ
を
分
析
す
る
前
に
、相
手
の

文
化
や
風
習
に
飛
び
込
む
。
時
に
は

相
手
に
頼
っ
た
り
し
て
自
分
の
弱
さ

を
見
せ
る
こ
と
で
、
相
手
も
心
を
開

い
て
く
れ
ま
す
。
信
頼
関
係
は
そ
う

や
っ
て
築
か
れ
て
い
き
ま
す
。

　
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
を
す
る

以
前
に
、校
長
先
生
と
は
日
頃
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い

た
で
し
ょ
う
か
。
組
織
の
規
模
が
大

き
く
校
長
先
生
と
会
う
機
会
が
少
な

か
っ
た
と
し
て
も
、そ
こ
の
長お
さ

と
な
る

方
は
、自
分
の
組
織
に
協
力
隊
と
し

て
配
属
さ
れ
た
日
本
人
が
い
る
こ
と

は
知
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
て
挨
拶
を
し
に
行
く
、
近

況
報
告
を
す
る
、そ
う
し
た
小
さ
な

積
み
重
ね
が
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

一
歩
で
す
。

　
同
僚
で
あ
る
教
員
と
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。い
き
な
り
い
ろ
い
ろ
な
人
を

飛
び
越
え
て
校
長
先
生
と
仲
良
く
な

る
よ
り
、同
僚
た
ち
と
強
固
な
信
頼
関

係
を
築
き
、一
致
団
結
し
て
校
長
先
生

活
動
を「
仕
事
」と
捉
え
過
ぎ
ず
、

 

２
年
間
異
文
化
に
ど
っ
ぷ
り

つ
か
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

専門家に聞きました！

失敗に学ぶ
現地で役立つ人間関係のコツ

に
直
談
判
し
に
行
っ
た
り
、皆
で
週
末

に
パ
ー
テ
ィ
を
開
い
て
、そ
こ
に
校
長

先
生
の
家
族
を
招
待
す
る
と
い
っ
た

方
法
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
私
が
理
数
科
教
師
と
し
て
派
遣
さ

れ
て
い
た
頃
と
比
べ
、
今
の
協
力
隊

員
の
方
は
活
動
を
達
成
す
べ
き
仕
事

と
捉
え
る
ま
じ
め
な
方
が
多
い
よ
う

に
感
じ
ま
す
。同
時
に
、仕
事
と
捉
え

て
し
ま
う
が
た
め
に
、
オ
ン
と
オ
フ

を
き
っ
ち
り
つ
け
た
い
方
が
増
え
た

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

　
今
は
途
上
国
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
日
本

人
の
友
人
と
つ
な
が
っ
た
り
、
調
べ

も
の
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

た
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

私
は
多
く
の
隊
員
に
と
っ
て
そ
れ
が

マ
イ
ナ
ス
に
働
い
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
派
遣
先
で
信
頼
関
係
が
築

け
な
く
て
も
、オ
フ
の
時
間
に
外
の

世
界
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

寂
し
い
思
い
を
せ
ず
に
２
年
間
を
過

ご
せ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　
相
談
者
さ
ん
は
「
自
分
が
派
遣
先

の
学
校
を
よ
く
し
た
い
」と
思
う
あ

■  今月の教える人  久
く

保
ぼ

田
た

真
ま

弓
ゆみ

さん（旧姓 田村）

ガーナ／理数科教師／1980年度1次隊・神奈川県出身

関西大学総合情報学部教授。インディアナ大学スピーチ・コミュ
ニケーション研究科で博士号取得。専門はコミュニケーション
学、非言語コミュニケーション。国際理解教育のサポートを行
う関西大学の学生団体「Meet the GLOBE」のプロジェクトで
は、日本の小学生や高校生と現役の協力隊員との交流を図る。

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
家
族
ぐ
る
み
の

付
き
合
い
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

活
動
先
の
課
題
解
決
に
至
ら
な
い
ま
ま

任
期
満
了
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
タ
ン
ザ
ニ
ア
／
数
学
教
育
／
男
性
）　

　
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
中
学
校
で
生
徒
た
ち

に
物
理
と
数
学
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

　
私
に
期
待
さ
れ
て
い
た
の
は
理
数

系
科
目
の
成
績
向
上
で
し
た
が
、授

業
を
始
め
て
み
る
と
、生
徒
へ
の
英
文

法
レ
ッ
ス
ン
の
必
要
性
に
気
づ
き
ま

し
た
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
小
学
校
ま

で
は
ス
ワ
ヒ
リ
語
で
授
業
が
行
わ
れ

ま
す
が
、中
等
教
育
以
上
の
授
業
は

英
語
で
行
わ
れ
て
い
た
た
め
で
す
。

　
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、生

徒
た
ち
に
英
文
法
レ
ッ
ス
ン
な
ど
を

実
施
し
た
も
の
の
、多
く
の
教
師
は
仕

事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低

く
、私
の
派
遣
終
了
ま
で
に
英
語
教

師
を
は
じ
め
、同
僚
に
こ
れ
を
引
き
継

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
学
校
で
は
校
長
先
生
の
力
が

強
く
、校
長
先
生
と
家
族
ぐ
る
み
の

付
き
合
い
が
で
き
て
い
れ
ば
、教
員
た

ち
の
協
力
も
得
や
す
か
っ
た
の
に
と

悔
や
ま
れ
ま
す
。

今月の
お悩み

久保田先生から
のアドバイス

Text・Photo ＝ホシカワミナコ（本誌）



Q 

一
時
帰
国
に
よ
る
影
響
は
？

　

帰
国
し
て
か
ら
は
「
い
つ
帰
っ
て
く
る

の
？
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
、
毎
日
の
よ
う
に

同
僚
た
ち
か
ら
届
き
ま
し
た
。
帰
国
中
は
、

地
元
・
群
馬
に
暮
ら
す
ベ
ト
ナ
ム
人
の
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
傍
ら
、
教
材
の
作
り
方
を
動

画
に
し
て
現
地
の
同
僚
向
け
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

発
信
も
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
再
赴
任
し

た
と
き
、
み
ん
な
が
動
画
を
見
て
い
た
こ
と

を
知
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
一
時
的
に
離
れ
た

こ
と
で
、
お
互
い
に
絆
を
確
認
で
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
は
同
僚
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
以
前

は
日
本
に
い
た
と
き
と
比
較
し
て
「
こ
う

あ
る
べ
き
」
と
思
っ
て
い
た
の
が
、
ベ
ト
ナ

ム
で
過
ご
す
う
ち
に
「
決
ま
っ
た
型
に
は

ま
ら
な
く
て
い
い
の
だ
」
と
、
私
自
身
の
感

じ
方
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

Q 

派
遣
予
定
の
同
職
種
の
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

同
じ
障
害
で
も
取
り
巻
く
環
境
が
違
う

と
、
物
事
へ
の
反
応
や
感
情
の
表
し
方
が
違

う
こ
と
を
知
り
、
障
害
児
教
育
に
対
す
る
私

の
考
え
方
も
活
動
方
針
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
赴
任
当
初
は
、
や
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
こ
と
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
み

ま
し
た
が
、
自
分
が
い
い
と
思
う
こ
と
を
頑

張
っ
て
続
け
て
い
け
ば
、
き
っ
と
ま
わ
り
の

人
に
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

配
属
先
は
ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
フ
エ
に
あ
る

障
害
児
支
援
施
設
で
し
た
。
教
員
や
保
護
者

の
支
援
と
、
障
害
に
合
っ
た
指
導
計
画
書
の

作
成
が
要
請
内
容
で
し
た
。
し
か
し
教
員
に

は
専
門
知
識
が
な
く
、
授
業
は
生
徒
の
実
態

に
合
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
同
じ
内
容
を
繰

り
返
し
行
っ
た
り
し
て
い
る
の
が
現
状
で
し

た
。
授
業
を
す
る
に
も
教
材
が
十
分
に
そ
ろ

っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ま
ず
は
授
業
環
境

を
整
え
る
た
め
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
廃

材
で
作
っ
た
教
材
を
使
い
、
私
が
授
業
を
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

同
僚
と
の
関
係
で
す
。
外
か
ら
突
然
や
っ

て
き
た
私
に
「
こ
れ
は
ダ
メ
」「
こ
う
し
て
」

と
言
わ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
や
は
り
面
白

く
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
で
生
徒
と
の
距
離
が

近
づ
く
ほ
ど
、
同
僚
と
の
距
離
が
離
れ
て
い

く
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
指
導
や
助

言
を
す
る
の
を
一
切
や
め
、
一
緒
に
遊
び
に

行
っ
た
り
家
族
の
話
を
し
た
り
し
て
、
個
人

と
し
て
関
係
を
築
く
よ
う
に
心
が
け
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
楽
し
そ
う
な
生
徒
の
反
応

を
見
て
、
私
の
授
業
に
も
興
味
を
持
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
だ
ん

だ
ん
距
離
が
近
づ
い
て
き
た
頃
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
一
時
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

Q 

現
在
は
一
時
帰
国
中
で
す
が
、

　 

再
赴
任
に
向
け
て
の
思
い
は
？

　

日
本
に
戻
っ
て
考
え
た
の
は
「
な
ぜ
空

調
科
は
人
気
が
な
く
学
生
が
少
な
い
の
か
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
実
は
パ
ラ
オ
で
は
エ
ン

ジ
ニ
ア
へ
の
関
心
が
低
く
、
ほ
と
ん
ど
が
外

国
人
で
す
。
こ
の
状
況
を
変
え
な
く
て
は
、

学
生
も
集
ま
ら
な
い
し
エ
ン
ジ
ニ
ア
も
育

ち
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
今
後
パ
ラ
オ
を
は
じ

め
途
上
国
で
は
空
調
機
器
の
需
要
は
増
え

て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
空
調
機
器
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取

り
組
み
や
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
、
パ
ラ
オ
に
再
赴
任
で
き
た

ら
、
そ
れ
も
踏
ま
え
て
活
動
を
見
直
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
待
機
中
は
現
場
で
の
経

験
を
積
む
た
め
エ
ア
コ
ン
の
据
付
工
事
も

行
っ
て
い
ま
し
た
。
パ
ラ
オ
で
は
据
付
・
修

理
が
メ
イ
ン
に
な
る
の
で
、
こ
の
経
験
を
生

徒
や
同
僚
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

Q 

派
遣
予
定
の
同
職
種
の
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

冷
凍
機
器
・
空
調
は
協
力
隊
の
中
で
は

希
少
職
種
で
す
が
、
長
い
目
で
見
る
と
今
後

も
必
要
と
さ
れ
る
職
種
だ
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
持
つ
知
識
・
技
術
を
任
地
で
の
活

動
を
通
し
て
広
め
、
発
展
さ
せ
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
や
り
が
い
を
感
じ
な
が

ら
楽
し
ん
で
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

パ
ラ
オ
唯
一
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
る

パ
ラ
オ
地
域
短
期
大
学
（
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
に
配
属

さ
れ
、
エ
ア
コ
ン
の
修
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
学
ぶ
空
調
科
で
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
メ

イ
ン
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
要
請
内
容
は
教

材
の
作
成
や
授
業
の
運
営
・
改
善
で
し
た
。

加
え
て
、
生
徒
が
社
会
に
出
た
と
き
や
、
私

生
活
で
も
有
効
な
５
Ｓ（
※
）の
指
導
に
、

大
学
関
係
者
を
巻
き
込
み
な
が
ら
取
り
組

み
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

教
材
と
工
具
の
不
足
で
す
。
エ
ア
コ
ン
の

仕
組
み
を
理
解
す
る
に
は
実
物
や
模
型
に

触
れ
る
こ
と
が
理
想
的
な
の
で
す
が
、
大
学

に
は
そ
れ
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
最
低
限
の
工
具
す
ら
な
い
と
い

う
状
況
で
し
た
。
苦
肉
の
策
と
し
て
動
画
を

見
せ
な
が
ら
仕
組
み
を
説
明
し
た
の
で
す

が
、
私
自
身
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
の
で
、
や
は

り
実
物
に
触
っ
て
こ
そ
と
い
う
思
い
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
使
わ
な
い
模
型
や
サ

ン
プ
ル
を
提
供
し
て
も
ら
え
な
い
か
日
本

の
企
業
に
ア
プ
ロ
ー
チ
。
同
時
に
、
物
が
散

乱
し
放
棄
さ
れ
た
ま
ま
の
現
地
の
状
況
を

改
善
し
よ
う
と
、
他
の
学
科
を
巻
き
込
ん
で

５
Ｓ
の
取
り
組
み
も
始
め
ま
し
た
。
し
か

し
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
に
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

一
時
帰
国
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

#0001

冷凍機器取り扱いの必携アイテム「フレアツール」の使い方を生徒に指導する前田さん（左）

冷凍機器・空調

※人数は2021年8月末現在。

分　　類：鉱工業
	 冷凍機器・空調整備知識・技術の向上のた

め、教育施設や公的機関で指導を行う。
派 遣 中：0人（累計：139人）
類似職種：工作機械、建設機械、電気・電子機器

分　　類：社会福祉
	 教育機関や障害者関連施設などで支援活

動を行う。
派 遣 中：3名（累計：282名）
類似職種：ソーシャルワーカー、高齢者介護

授業で教えた日本の歌や手遊びはベトナムの子どもたちにも大人気（中央が清水さん） ※人数は2021年8月末現在。

障害児・者支援
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#0002

PROFILE
富山県出身。大学院で熱工学を研究した後、電気機器メーカーに
10年間勤務し、主にエアコンの設計開発を担当。新しいことに挑
戦したいと思っていた頃、協力隊の募集で「冷凍機器・空調」職
種があることを知り応募。2020年3月の一時帰国後はJICA北海
道（帯広）で国内協力員として勤務中。

機器の実物も
工具もない環境で
知識と技術をどう伝えていくか

PROFILE
群馬県出身。大学卒業後、小学生から高校生までが在学する神
奈川県の特別支援学校の教員として5年間勤務。途上国をバック
パックで旅行するのが好きだったことと、常に新しいことをしてい
たいと、協力隊に応募。新型コロナウイルス感染拡大により2020
年3月から12月まで一時帰国。再赴任後、21年4月に任期満了。

現地教員が取り入れやすいよう
工夫を凝らした教材や
指導法を紹介

～現場で見つけた仕事図鑑
この　　　 の先輩隊員に注目！

Text＝油科真弓　写真提供＝前田司さん(P22)／清水沙悠梨さん(P23）

※5S：「整理」「整頓」「清掃」「清潔」「しつけ」の頭文字のSをとったもの。
　職場環境の維持改善のスローガンとして用いられる。

前
ま え

田
だ

 司
つかさ

さん
パラオ／2018年度4次隊

の場合清
し

水
み ず

沙
さ

悠
ゆ

梨
り

さん
ベトナム／2018年度4次隊

の場合
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※キリマンジャロ州地方送配電網強化計画（出典JICA：https://
　www.jica.go.jp/oda/project/1061200/index.html）

両手が使える！ ヘッドライト
加
か

藤
とう

伶
れい

奈
な

さん　 タンザニア／コミュニティ開発／ 2017年度3次隊・静岡県出身

あって良かったモノ

タンザニア

タンザニアといえば、アフリカ大陸最高峰の
山、キリマンジャロが有名です。私が住んでい
たロム郡は、そのキリマンジャロの麓にあり、
トウモロコシやコーヒー、バナナなどの畑が広
がるのどかな農産地でした。
日本のODA（※）で配電網が整備されていた
ので電気は通っていましたが、大雨が降ると停
電になることもありました。
地元の家庭では懐中電灯やろうそく、ソーラー
電気などで対応していましたが、私が使ってい
たのはアウトドア用のヘッドライトです。頭に
セットできて両手が使えるので、調理中も安全
に手元を照らせます。
一番重宝したのが、シャワー中です。懐中電灯

は置き場に困りますが、ヘッドライトならシャ
ワーや壁のフックにかけられるからです。注意
点は、使ったら同じ場所に置いておくこと。こ
れを忘れて、停電時に暗がりのなかで慌てたこ
とが何度かありました。
タンザニアは助け合いの精神が根付いている
国で、外出先で困ったことがあれば見ず知らず
の人でも助けてくれたりしますが、一人で家に
いるときに起こる突然の停電は不安になるも
のです。
ヘッドライトがあれば、停電なんて怖くない！
そう断言できるマストアイテムです。

Text＝ホシカワミナコ（本誌）　Photo＝干川 修（ヘッドライト）　写真提供＝加藤伶奈さん（任地）

置

き場
を決
めてね
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ヨ
ル
ダ
ン
発
、

「
家
族
愛
」お
届
け
し
ま
す

　
ヨ
ル
ダ
ン
人
は
、家
族
愛
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

「
お
は
よ
う
。
元
気
？
」そ
う
言
っ
て
男
性
同

士
は
握
手
を
、
女
性
同
士
は
頬
を
く
っ
つ
け

な
が
ら
挨
拶
を
し
て
、一
日
が
始
ま
る
。

　

挨
拶
を
大
事
に
す
る
ヨ
ル
ダ
ン
人
は
、
何

通
り
も
の
フ
レ
ー
ズ
を
使
っ
て
お
互
い
の
様

子
を
確
認
し
合
う
。
相
手
の
こ
と
だ
け
で
な

く
、相
手
の
家
族
の
様
子
も
気
に
か
け
る
。「
日

本
の
家
族
は
元
気
？
」
初
め
て
会
う
人
に
も

最
初
に
聞
く
の
は
家
族
の
こ
と
。

　

ヨ
ル
ダ
ン
人
は
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
や
親

戚
な
ど
に
、毎
日
の
よ
う
に
連
絡
す
る
。遠
く

離
れ
て
い
て
も
心
の
距
離
は
近
い
。
彼
ら
に

と
っ
て
家
族
を
大
事
に
す
る
こ
と
は
当
然
の

こ
と
な
の
だ
。

　

活
動
で
電
気
の
な
い
砂
漠
の
村
へ
行
っ
た

と
き
も
、つ
た
な
い
ア
ラ
ビ
ア
語
で
話
す
と
き

も
、
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
遊
牧
民
と
意
思
疎

通
を
図
る
と
き
も
、家
族
の
話
題
で
仲
良
く
な

れ
た
。だ
か
ら
、ど
こ
で
ど
ん
な
人
に
で
も
す

ぐ
に
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、現
像
し
て
持
っ
て

い
っ
た
家
族
写
真
が
大
活
躍
だ
っ
た
。

　
「
日
本
人
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
ど
ん
な
人
な
の
？
」「
日
本
人
女
性
は
ど

ん
な
格
好
で
働
い
て
い
る
の
？
」「
ど
ん
な
家

な
の
？
」
現
地
の
人
た
ち
は
写
真
を
通
し
て

見
る
日
本
と
い
う
国
に
興
味
津
々
で
、
話
題

が
尽
き
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
日
本
で
は
「
便
り
の
な
い
の
は
良
い
便
り
」

で
、
家
族
に
頻
繁
に
連
絡
し
な
か
っ
た
け
れ

ど
、ヨ
ル
ダ
ン
で
家
族
の
こ
と
を
聞
か
れ
る
た

び
、日
本
の
家
族
を
そ
ば
に
感
じ
ら
れ
た
。

Illustration＝牧野良幸　Text＝大竹幸乃（本誌）

半は
ん

澤ざ
わ

紗さ
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さ
ん

ヨ
ル
ダ
ン
／
経
済
・
市
場
調
査
／
２
０
１
０
年
度
１
次
隊
・
青
森
県
出
身
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トキタ種苗株式会社 海外事業本部
外国部 外国2課 係長

来栖弘幸さん   Hiroyuki Kurusu

モザンビーク／村落開発普及員／
2009年度4次隊・広島県出身

就職先：

トキタ種苗株式会社

事業概要：野菜・花
か

卉
き

種苗の品種開発、生産、販売、輸出・
農園芸資材開発

ーシュ カツ記
帰国後、内定までの

就職活動の方法を聞きました。

先輩隊員の

来栖弘幸さんの略歴：
1985年 広島県生まれ
2008年 アメリカの大学を卒業後、日本で金属部品会社に入社
2010年 3月～  青年海外協力隊員としてモザンビークに赴任
2012年 3月  帰国
2012年 9月  トキタ種苗株式会社入社。
  海外事業本部外国部へ配属

　

日
本
は
農
作
物
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て

い
る
が
、
そ
の
元
と
な
る
種
子
は
日
本
で
開

発
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
日
本

の
種
子
は
世
界
的
に
評
価
が
高
く
、
占
め
る

シ
ェ
ア
も
世
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
そ
の
種

苗
業
界
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
隊
員
が
、
ト

キ
タ
種
苗
の
来
栖
弘
幸
さ
ん
だ
。

　

来
栖
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
を
卒
業

後
、
約
1
年
の
社
会
人
経
験
を
経
て
、
村
落

開
発
普
及
員
と
し
て
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
赴
任

し
た
。
配
属
先
は
、
農
業
技
術
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
経
済
活
動
事
務
所
。
農
業
の
知

識
な
ど
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
が
、
農
地
を
巡

回
し
な
が
ら
情
報
を
収
集
し
、
農
業
用
水
を

確
保
す
る
た
め
の
浅
井
戸
の
施
工
、
野
菜
の

栽
培
、
養
蜂
箱
を
使
っ
た
養
蜂
の
普
及
な
ど

に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
。

　

こ
の
経
験
か
ら
、
将
来
は
農
業
や
開
発
の

仕
事
を
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
来

栖
さ
ん
は
、
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

任
期
終
了
後
に
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
院
で
農
業

経
済
学
を
学
ぶ
こ
と
を
決
め
た
。

　

と
こ
ろ
が
帰
国
後
、
た
ま
た
ま
見
た
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
国
際
キ
ャ
リ
ア
総
合
情
報
サ
イ
ト

「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
」
の
求
人
情
報
で
、
海

外
で
事
業
展
開
し
て
い
る
ト
キ
タ
種
苗
の
存

在
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

「
種
子
は
農
業
を
す
る
う
え
で
、
元
に
な
る

も
の
。
そ
れ
を
海
外
で
売
る
仕
事
が
で
き
た

ら
面
白
い
な
と
、
漠
然
と
感
じ
ま
し
た
」

　

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
大
学
院

に
行
く
よ
り
も
ビ
ジ
ネ
ス
で
農
業
に
関
わ
っ

た
ほ
う
が
勉
強
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
気
持
ち
は
ど
ん
ど
ん
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
面
接
を
迎
え
る
頃
に
は
、
就
職
す

る
こ
と
を
決
め
て
い
た
。

　

改
良
品
種
を
作
り
出
す
育
種
に
は
、
非
常

に
時
間
が
か
か
る
。
企
画
か
ら
数
年
か
け
て

作
り
出
し
た
品
種
を
売
る
ま
で
に
、
早
く
て

６
年
、
長
い
も
の
だ
と
10
年
か
か
る
こ
と
も

珍
し
く
な
い
と
い
う
。

「
入
社
か
ら
９
年
、
育
種
か
ら
手
掛
け
た
品

種
を
、
よ
う
や
く
商
品
と
し
て
売
れ
る
と
こ

ろ
ま
で
き
ま
し
た
。
や
り
が
い
も
日
々
強
く

な
っ
て
い
ま
す
」

英大学院進学を
やめて就職を
選びました

今月の先輩

JICA海外協力隊ウェブサイト

「帰国隊員の進路開拓についての相談受付」

※進路相談の対象は、青年海外協力隊および日系社会青年海外協力隊の経験者
のみとなります。 ※対応可能な日は希望進路の分野によって異なりますので、あら
かじめ電話またはメールでのご連絡をお願いします。

https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/counselor/

現在の仕事
外国部で北中南米を担当しています。わが社で開発した
新品種を、北中南米の各地で試作し、現地の気候に合う
かなどの評価を行い、販売しています。現在はコロナ禍
のため現地への出張はできませんが、以前は、1回2週間
ほどの出張で数カ国を回っていました。代理店探しから

始めたところもあります。どこ
で何を売るかなど、一から考え
て企画する仕事は、協力隊の活
動に似ています。

　　協力隊時代　2010年3月～

派遣先は、農業省の下部組織であるモルンベーニ郡
経済活動事務所。事務所では、農家が安定して作物
を生産できるよう、農業技術の巡回指導を主に行っ
ていますが、多くが小規模農家で、なかなか現金収入
を得られないという状況でした。取り組んだのは、浅
井戸の施工、養蜂箱を使った養蜂の導入、野菜栽培
の指導など。当初は何をしたらよいかわからず、まず
は職員と一緒に農地を巡回し、とにかく、問題点を見
つけ、解決策を考えることを意識していました。

養蜂箱の技術はイ
ンターネットで情報
を集めた

　　帰国～就職先探し　2012年3月～

農業経済学を学ぶためイギリスの大学院へ留学する
ことを決めていましたが、入学する9月まで時間が
あったのと、農業や開発に関われる仕事があれば就
職するのもありだと考え、「PARTNER」をチェッ
クしました。

▶「PARTNER」
どのような求人があるかチェック。トキタ種苗を含
め、農業関係の会社の求人情報を見つけました。

▶JICA中国の青年海外協力隊相談役
協力隊の経験はあるとはいえ、農業は専門ではないの
で就職活動に不安もあり、話を聞きに行きました。

　　面接　2012年8月中旬

面接は、社長との一対一で行われました。協力隊で
の経験について聞かれた記憶はないのですが、野菜
の栽培指導の際に現地で購入した種子が、実はトキ
タ種苗が開発・生産したものであることを、面接の
ときに初めて知り、感動したのを覚えています。

※このページで紹介した採用方法は、来栖さんのご経験に基づいたもので、
2019年以降は採用方法が若干変更しています。

2012年8月内定、9月1日入社

1

2

　　書類提出　2012年7月19日

提出したもの

▶履歴書

▶自己PR書

▶活動報告書

青年海外協力隊相談役からのアドバイスで、自己
PR書とは別に、自分を知ってもらうために現地で
取り組んだ養蜂プロジェクトの報告書を作成。資金
調達から販路開拓までを一貫して行ったことを書
き、現在の勤務先との面接に至りました。

3

4

POINT

後輩へメッセージ

大学院ではなく就職を選んだことを、最初は後悔
もしましたが、今はやりたいことができているの
で、選択が間違っていなかったと確信していま
す。やりたいことをかなえる道は一つではありま
せん。やりたいことがあるのであれば、そこまで
の道をフレキシブルに考えてほしいと思います。

会長から一言

1994年から協力隊のOVを採用し、これまで約30
人が入社しました。協力隊OVの魅力は、オープン
マインドで、元気なとこ
ろ。知らない場所でも物
おじせずにどんどん進ん
でいく開拓精神があるの
で、頼もしく感じていま
す（時田勉会長）。

Text＝油科真弓　Photo（取材時）＝ホシカワミナコ（本誌）　写真提供＝来栖弘幸さん

来栖さんが育種か
ら手掛けた大きな
きゅうり



 

「
将
来
の
目
標
は
、
実
務
家
と
し
て
〝
太
平

洋
の
安
定
と
平
和
〟
の
構
築
に
携
わ
る
こ
と

で
す
」
と
話
す
の
は
、
２
０
１
８
年
度
３
次

隊
の
一
員
と
し
て
ト
ン
ガ
に
赴
任
し
、
当
地

教
育
省
の
オ
フ
ィ
サ
ー
と
し
て
、
小
学
校
で

の
珠
算
指
導
な
ど
に
従
事
し
た
前
田
大
志
さ

ん
だ
。
目
標
の
達
成
に
向
け
て
経
済
学
と
小

規
模
島と

う

嶼し
ょ

国こ
く

の
開
発
政
策
を
学
ぶ
た
め
、
22

年
１
月
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学

の
大
学
院
へ
進
む
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

前
田
さ
ん
が
国
際
協
力
に
関
心
を
持
っ
た

の
は
中
学
生
の
と
き
。
き
っ
か
け
は
モ
ン
ゴ

ル
の
ス
ト
リ
ー
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
を
追
っ
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
だ
っ
た
。
寒
さ
を

し
の
ぐ
た
め
に
温
水
用
パ
イ
プ
に
身
を
寄
せ

て
暮
ら
す
同
年
代
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見

て
、「
こ
う
し
た
状
況
が
な
く
な
れ
ば
と
い

う
漠
然
と
し
た
思
い
か
ら
、
貧
困
や
格
差
の

問
題
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
」
と
振
り
返

る
。
大
学
に
進
学
す
る
頃
に
は
、
そ
の
「
漠

然
と
し
た
思
い
」
は
は
っ
き
り
と
し
た
目
標

に
変
わ
っ
て
い
た
。「
途
上
国
支
援
な
の

か
、
国
内
で
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

の
か
、
ま
だ
模
索
中
で
し
た
が
、
大
学
時
代

に
一
度
は
途
上
国
で
の
経
験
を
積
も
う
と
考

え
て
い
ま
し
た
」。

　

そ
こ
で
大
学
３
年
の
夏
に
行
っ
た
の
が
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
の
短
期
派
遣
だ
。
活
動

 

「
ト
ン
ガ
人
の
多
く
は
敬
け
ん
な
キ
リ
ス

ト
教
徒
で
す
。
人
々
の
生
活
の
中
心
に
あ
る

教
会
に
行
く
こ
と
で
、
ト
ン
ガ
人
を
一
層
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
知
り
合
っ
て
話
を
す
る
の
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
ト
ン
ガ
に
は
食
べ
物

を
シ
ェ
ア
す
る
文
化
が
あ
っ
て
、
職
場
で
も

食
事
を
分
け
合
う
の
が
当
た
り
前
で
し
た
。

同
僚
が
魚
の
揚
げ
物
や
主
食
で
あ
る
イ
モ
を

頻
繁
に
持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
、
私
も
鍋

い
っ
ぱ
い
の
カ
レ
ー
や
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て

い
き
ま
し
た
。
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
お
互
い
に
悩
み
を
打
ち
明
け
た

り
、
驚
い
た
こ
と
を
話
し
た
り
と
、
貴
重
な

時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

等
身
大
の
交
流
を
重
ね
る
な
か
で
、
前
田

さ
ん
は
ト
ン
ガ
を
は
じ
め
と
す
る
太
平
洋
島

嶼
国
の
〝
安
定
と
平
和
〟
に
寄
与
す
る
と
い

内
容
は
ト
ン
ガ
で
の
珠
算
指
導
。
小
学
２
年

生
か
ら
高
校
１
年
生
ま
で
珠
算
を
続
け
て
い

た
前
田
さ
ん
は
、
暗
算
９
段
の
腕
前
で
、
そ

ろ
ば
ん
大
会
で
も
小
学
生
時
代
か
ら
活
躍
し

て
い
た
。「
自
分
の
経
験
を
生
か
せ
る
募
集

の
派
遣
先
が
ト
ン
ガ
だ
っ
た
だ
け
で
、
他
の

国
で
募
集
が
あ
っ
た
ら
そ
の
国
に
行
っ
て
い

た
」
と
話
す
前
田
さ
ん
だ
が
、
２
カ
月
の
派

遣
で
す
っ
か
り
「
ト
ン
ガ
の
虜

と
り
こ」
に
な
っ
て

い
た
。「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
や
教
育

省
の
同
僚
、
教
員
、
そ
れ
に
同
じ
教
会
に
通

う
人
々
な
ど
、
誰
も
が
垣
根
な
く
受
け
入
れ

て
く
れ
て
、
今
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な
い
人

の
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
」。

　

再
訪
を
心
に
誓
っ
て
帰
国
し
た
前
田
さ
ん

は
、
大
学
を
休
学
し
て
、
19
年
１
月
か
ら
長

期
派
遣
で
ト
ン
ガ
に
再
赴
任
。
ト
ン
ガ
最
大

の
島
ト
ン
ガ
タ
プ
島
西
部
の
ヒ
ヒ
フ
ォ
地
区

の
小
学
校
13
校
を
巡
回
し
て
の
授
業
指
導

や
、
教
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
に
取
り
組
ん
だ
。
年
７
回

開
催
さ
れ
る
そ
ろ
ば
ん
地
方
・
全
国
大
会
の

企
画
・
運
営
も
重
要
な
活
動
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
本
来
業
務
だ
け
で
な
く
、

日
曜
日
に
キ
リ
ス
ト
教
会
の
礼
拝
に
参
加
す

る
な
ど
、
前
田
さ
ん
は
現
地
の
人
々
と
の
交
流

を
積
極
的
に
行
い
、
派
遣
国
の
文
化
や
慣
習

と
向
き
合
い
続
け
る
こ
と
に
も
努
め
た
。

前田大志さん   Hiroshi Maeda

トンガ／珠算／ 2018年度3次隊・愛知県出身

う
思
い
を
強
く
し
た
と
い
う
。

 
「
幸
せ
そ
う
に
暮
ら
す
人
が
多
い
印
象
を

持
ち
ま
し
た
が
、
ト
ン
ガ
全
体
と
し
て
は
、

気
候
変
動
・
災
害
に
対
す
る
脆ぜ

い

弱
じ
ゃ
く

性
や
対

外
債
務
な
ど
の
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。
町

中
に
は
18
年
の
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
の
爪
痕
も

生
々
し
く
、
国
内
で
の
雇
用
機
会
の
少
な
さ

に
悩
む
若
者
の
声
も
聞
き
ま
し
た
。
何
か
の

き
っ
か
け
で
、
自
分
が
大
好
き
な
ト
ン
ガ
の

人
々
の
〝
当
た
り
前
の
日
常
〟
が
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
、
そ
こ
に
あ
る
笑
顔
が
失
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大

学
大
学
院
卒
業
後
の
進
路
は
は
っ
き
り
決
め

て
い
ま
せ
ん
が
、
協
力
隊
で
培
っ
た
他
者
を

理
解
す
る
姿
勢
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
現
地

の
人
々
の
〝
当
た
り
前
の
日
常
〟
を
支
え
、

共
に
よ
り
良
い
未
来
を
構
築
す
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
て
重
ね
た
交
流

み
ん
な
の
笑
顔
を
守
り
た
い

P28：トンガの海と、教会で交流を深めた仲間たち。「日曜日
は安息日で、住民たちは大きな音を出さないように過ごします。
私はキリスト教徒ではありませんが、トンガの人たちの考え方
を知りたいと思い、日曜日は教会に行っていました」（前田さん）
上：エウア島で開催されたそろばん大会の様子

小学校2年生のとき、母親の勧めで珠算を習い始め
る。教室には高校1年生の夏まで通い、9段になった。

最初は大会でもらったトロフィーがうれ
しくて（笑）。練習を重ねるうちに、計
算力だけでなく、忍耐力も身についたと
思います。

2017年、名古屋大学3年の夏休みを利用し、JICA海
外協力隊（短期派遣）でトンガに珠算職種で派遣。

珠算関連のニュースレターで、協力隊の
なかに珠算という職種があることを知
り、興味を持っていました。

2017年秋の帰国後、トンガや太平洋島嶼国について
調べるようになり、大学在学中の協力隊長期派遣を
決意。

両親や友人も応援してくれました。

2018年度3次隊として、再びトンガへ。

2020年4月、新型コロナウィルス感染症拡大の影響
で、一時帰国、大学に復学。一時帰国者向けの「特別
登録制度」に登録し、再赴任を待つ。

2020年8月初旬でJICAとの派遣合意書
は契約解除になりましたが、再派遣が可
能になった場合に優先的に再赴任でき
る『特別登録制度』に登録しました。

2021年3月に名古屋大学卒業後、外務省に任期付職員
として入省。アジア大洋州局大洋州課で、第9回太平
洋・島サミットの運営などに従事する。8月にオース
トラリア国立大学大学院に合格。

前田さんの歩み

Text＝田端広英　Photo（取材時）＝ホシカワミナコ（本誌）  写真提供＝前田大志さん 2829 クロスロード 2021  10 月号クロスロード 2021  10 月号

▶豪州の大学院へ進学

派 遣 か ら
始 ま る
未 来

進学、非営利団体入職や
起業の道を選んだ先輩隊員



　
日
本
青
年
団
協
議
会
は
今
年
で
設
立
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
青
年
団
は

日
本
の
地
域
を
拠
点
に
、「
地
域
づ
く
り
」
や
「
人
づ
く
り
」
を
念
頭
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
の
地
域
に
住
ん
で
、
地
域
の
人
々
と
協
働
し
て
問
題
解
決
に
取
り
組

み
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
派
遣
国

で
活
動
に
取
り
組
む
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
（
以
下
、
協
力
隊
）
の
皆
さ
ん

の
活
動
に
も
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
協
力
隊
の
皆
さ
ん
は
そ
の
知
見
や
感
度
の
良
さ
、
自
分
の
考
え
を

言
語
化
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ
か
ら
異
文
化
へ
の
適
応
が
高

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
も
広
い
視
野
で
向
き
合
え
る
こ
と
に
長た

け

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
力
は
異
国
の
地
で
生
活
し
て
い
く
こ
と

で
鍛
え
ら
れ
、
そ
れ
が
協
力
隊
の
皆
さ
ん
の
活

動
が
派
遣
国
で
根
付
い
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
国
内
と
海
外
で
は
活
動
の
舞
台
こ
そ

違
う
も
の
の
、
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
む
青
年
団
員
と
海
外
で
培
っ

た
目
線
を
持
っ
た
協
力
隊
の
皆
さ

ん
と
で
豊
か
な
国
づ
く
り
を
し
て
い
け

れ
ば
、
き
っ
と
い
い
化
学
反
応
を
起
こ
せ
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
力
に
期
待
し
、
私
た
ち

青
年
団
は
協
力
隊
の
皆
さ
ん
と
交
流
で
き
る
日

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

広
い
視
野
を
持
ち
、世
界
各
地
で

活
躍
す
る
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す

日
本
青
年
団
協
議
会 

事
務
局
長

棚
田
一
論
さ
ん　

た
な
だ
か
ず
の
り 

● 

１
９
８
３
年
、埼
玉
県
出
身
。日
本
福
祉
大
学
大

学
院
を
修
了
後
、一
般
財
団
法
人
日
本
青
年
館
に
就
職
。２
０
０
９
年

よ
り
日
本
青
年
団
協
議
会
に
入
職
し
、日
本
青
年
団
新
聞
や
全
国
青
年

大
会
本
部
を
経
て
、19
年
よ
り
現
職
。

待ってます、あなたを！

各界からのエール
From  日本青年団協議会

東日本大震災時にも多くのメンバー
が活動した。「桜ライン３１１」は、大
震災の記憶を風化させないよう、津
波到達点に桜の木を植樹する活動

植樹活動で植えた桜は
被災地で咲き誇っている

Text＝大竹幸乃（本誌）　写真提供＝日本青年団協議会 30クロスロード 2021  10 月号
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しょうご農園
経営者：	佐々木正吾さん
コスタリカ／土壌肥料／
1987年度3次隊・北海道出身
所在地：	宮崎県都城市高城町有水4872−2
http://www.btvm.ne.jp/~shogo.noen/

ー国 内 編ー

ウチのこだわり

OB·OG
ショップ

　80年代後半に隊員としてコスタリカの

農村で土壌改良に取り組み、有機農業を

根付かせた佐々木さん。その後JICAの専

門家として中米・カリブで農業と環境分

野で協力活動にあたった。帰国後の2005

年、宮崎県南部の山間地に移住し、夢だっ

た農業を妻の和枝さんと始めた。

 「コスタリカで一緒に働いた現地農家の

友人が輝いて見えました。隊員としてア

ドバイスするだけでなく、自分でも責任

をもって農業をやりたかったんです。42

歳のスタートは体力的にもギリギリの年

でした」

　任地では農薬や化学肥料により土がや

せ、病害虫の増加と作物の生育不良とい

う悪循環を目の当たりにした。

「作物栽培は天候や病虫害に左右され、豊

作だと買いたたかれる。そんな農家の苦

労を見ていたので、有機栽培と自然養鶏

を組み合わせた小規模の有畜複合農業を

理想とし、持続性のある安定した営農体

系を目指しました」

　販売している「和卵（かずらん）」は豊か

な山林に囲まれた環境で放し飼いされた

鶏が産む。地元産の穀物などを独自の方

法で発酵させたえさと旬の野草や野菜を

与え、薬剤を使うことなく、ストレスフ

リーで育つ鶏たち。その卵は、卵かけご

飯にすると絶品で、食べる人を元気にす

るという。

 「卵を割った後に、殻の内側のにおいを

嗅いでみてください。うちの卵は、鶏の

健康状態やえさの違いから、いやなにお

いがしません。僕はこのにおいこそ、鶏

の幸せ度だと思っています」と、自慢の

和卵の見分け方を教えてくれた。

鶏の幸せ度を
殻のにおいで感じてください

Text＝村重真紀　 写真提供＝しょうご農園

 しょうご農園 

山の恵み 和
かず

卵
らん

卵か
けご飯に

佐々木さん夫妻。しょうご農園の鶏たちは、自家製のえさのほか自然に生えている野草もついばみながらストレスなく育つ

SHOP DATA



一般 ＝ 青年海外協力隊／海外協力隊　　シニア ＝ シニア海外協力隊　　日系一般 ＝ 日系社会青年海外協力隊／日系社会海外協力隊   　日系シニア ＝ 日系社会シニア海外協力隊

■ 合計
一般 シニア 日系一般 日系シニア 小計

派遣中
（男性／女性）

125
（61／64）

7
（2／5）

4
（2／2） 0 136

（65／71）

累計
（男性／女性）

45,860
（24,343／21,517）

6,559
（5,300／1,259）

1,543
（597／946）

547
（252／295）

54,509
（30,492／24,017）

■ アフリカ地域
国名 一般 シニア

ウガンダ 4
ガーナ 9
ガボン 11 2
ケニア 6
ザンビア 2 1
ジンバブエ 9
ナミビア 1
マダガスカル 1
マラウイ 12
南アフリカ共和国 1
ルワンダ 16

国名 一般 シニア 日系一般 日系シニア

ドミニカ共和国 8 4

■ 中南米地域
国名 一般 シニア

ウズベキスタン 1
カンボジア 8
キルギス 1
スリランカ 2
タイ 1
タジキスタン 1
中華人民共和国 2
ブータン 3
ベトナム 4
ラオス 15 3

■ アジア地域 ■ 欧州地域
国名 一般 シニア

セルビア 4

国名 一般 シニア

チュニジア 1
ヨルダン 3

■ 中東地域

JICA海外協力隊派遣現況
（2021年8月末現在）  

現在の派遣国数

25カ国

（単位：人）
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経済誌「Forbes JAPAN」による、世界を変
える30歳未満の日本人を毎年30人選出す
るアワード「Forbes JAPAN 30 UNDER 
30」。同アワードとテレビ朝日によるオ
ンライントークイベント「DEPARTURE 
2021 SUMMER―次世代イノベーターの
原点と未来の羅針盤―」に、エシカルジュ
エリーブランド「maramana」のブランド
ディレクター・早水綾野さん（ソロモン／
プログラムオフィサー／2012年度1次隊）
が出演。
早水さんは現地での活動をきっかけにソロ
モン諸島の貝細工ジュエリーブランドを立

PROGRAM

テレビ朝日公式YouTubeチャンネル
「DEPARTURE 2021 SUMMER −次世代イノベーターの原点と未来の羅針盤− supported by JICA」 
を配信中！

INFORMATION
J ICA青年海外協力隊事務局からのお知らせ

藤掛先生から一言：子どもの頃にみたベトナム戦争の
写真は私に大きな衝撃を与えました。何かできること
はないかという思いを忘れることができず国際協力の
道に転向しました。JICAボランティアとしてパラグア
イ（家政隊員）に派遣され、現地の方々と協働するこ
とから、人々の潜在能力、エンパワーメントの可能性
をたくさん教えていただきました。NPOの活動では国
内外の仲間たちにたくさん支えていただきました。こ
のたびNewsWeekに選ばれたことは大変光栄なこと
であり、共に歩んでくれた仲間たちとともに選ばれた
と思っております。これからも共に前に進んでいきま
しょう！今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

プロフィール
Yoko Fujikake ／横浜国立大学都市科学部長・大学院教授。専門分
野は文化人類学、開発人類学、ジェンダーと開発。パラグアイ農村部や
スラムにおいて、子どもたちの教育、保健・衛生向上を目指して活動す
る「（認定・特活）ミタイ・ミタクニャイ子ども基金」理事長も務める。

AWARD

「世界が尊敬する日本人100」に
技術顧問の藤掛洋子先生が選出

編集後記
JICA事務局：クロスロードがリニューアル
しました。カラーページも増え、見やすくなっ
たのではと思いますがいかがでしょうか。ま
た「あって良かったモノ」はあなたにもきっ
とあるはず！新たなクロスロードへの感想
と共にぜひ教えてください。（脇田雄気）

クロスロード編集室：「水は材料欄に不
要？」、隊員めし企画で出てきた疑問。「日本
の料理本なら材料欄に水は書かないことが
多いけど、水が貴重な国なら入れるべき?」
－－前編集チームからバトンを引き継ぎ、新編
集室もわいわいと制作中です。（干川美奈子）

編集・発行：独立行政法人国際協力機構
青年海外協力隊事務局
〒100-0004東京都千代田区大手町1-4-1竹橋合同ビル

制作協力：一般社団法人協力隊を育てる会 『クロスロード』編集室
〒101-0052東京都千代田区神田小川町3-28-7昇龍館ビル2階
ロゴタイプデザイン・誌面デザイン：(株)AND
印刷・製本：弘報印刷（株）　校正：佐藤智也

 『クロスロード』（通常号）は、
JICA海外協力隊のウェブサイト
でも公開しています。

今号からリニューアルした『クロスロード』（通常号）はいかがでした
か。ぜひご意見やご感想を編集室のメールにお寄せください。「こん
な記事があれば派遣先で役立つのに」「こんな記
事なら読みたい」といったご要望やアイデアも随
時募集しています。　　『クロスロード』編集室

crossroads@sojocv.or. jp

 本誌へのご意見・ご感想をお聞かせください。
 アイデアも大募集中です。

●本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。　●本誌に掲載されている記事等の内容は、協力隊員（OV含む）の個人的見解であり、JICAの公式見解を示すものではありません。

第57巻第9号　通巻671号
発行日　2021（令和3）年10月1日2021年10月号

ち上げ、サスティナブルな社会の実現に向
けた活動を行っています。世界を舞台に活
躍中の若きバレリーナ・永久メイさんや、

「子どもの貧困」の本質的解決に取り組む
NPO法人代表理事・李

りひょんしぎ

炯植さん、三者三様
に活躍する３人の対談をぜひお楽しみくだ
さい。
さらに、テレビ朝日の地上波でも、青年海
外協力隊経験者たちの帰国後の活躍を紹介
するミニ番組が放送される
予定です。こちらもご期待
ください。

JICA海外協力隊は昨年11月以降派遣
を再開しておりますが、世界規模での
新型コロナウイルス感染症の再拡大に
伴い、計画的な新規派遣が困難となっ
ていることから、2021年秋募集は延
期いたします。
延期後の募集再開は2022年４月に同
年春募集と合わせて実施することを想
定しておりますが、確定後、JICAの
ウェブサイトであらためて告知いたし
ます。

NEWS

JICA海外協力隊
2021年秋募集延期について今月号（10月号）から、カラーページが４

ページになりました。「活動に役立つ実践ガ
イド」の役割はそのままに、各企画を再考
し、よりわかりやすい内容や読みやすいレ
イアウトを目指します。下記クロスロードの
QRコードから2021年10月号をクリックす
ると、一部記事はウェブ上のタイトルをク
リックするだけで読むことができますが、誌
面をまるごと一括ダウンロー
ドしないと読むことのできな
い企画もあります。ぜひ保存
してご覧ください。

NEWS

クロスロード誌がリニューアル

藤掛洋子 技術顧問（家政・生活改善、栄養士：パラグ
アイ／家政／1992年度2次隊）が、2021年8月3日発
売の「Newsweek日本版」の「特集：世界が尊敬する
日本人100」のなかで、「国境を超えて世界を動かす
逸材たち」の一人に選出されました。



「ナン」
キルギス語でパンをナンと言います。ホームステイ先では一
度に１週間分（直径20cm大を５個ほど）作り、常に食卓に
ありました。焼きたてはみんな大好きで、ジャムやバターを
つけて。固くなってくると、砂糖たっぷりの紅茶（現地語で
チャイ）やスープに浸しながら食べていました。「ナンさえあ
れば（健康や幸福など）すべてある」「ナンがある所では嘘を
ついてはいけない」など多くの言い伝えがあり、ナンはキル
ギス人の人生に欠かせないもののようです。私は帰国してか
ら自宅でナン作りにチャレンジしましたが、オーブンがなく
ても家庭用のトースターでも作れました。

「コロッケ」
先輩隊員から「キルギス人が喜んで食べてくれる日本の味」
と聞き、ホームステイ先で何度も作りました。それもそのは
ず、コロッケには油、肉、じゃがいも、玉ねぎ、パン（粉）、
塩、コショウと、キルギス人が好きなものしか入っていませ
ん。ひき肉は牛肉を買ってきたり、ホームステイ先で屠

ほふ

った
羊肉のストックをミンチにすることもありました。一般的な
レシピより肉を多めに使いましたが、肉なしのコロッケを作
った際も好評でした。キルギス料理はシンプルな塩味が多
いのですが、アジア食品を扱うスーパーで買った日本製の中
濃ソースも人気で、1.5Lのソースをプレゼントしました。
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家族全員に大好評の
ニッポンの洋食 !
「コロッケ」

人生にも食卓にも
欠かせない
「ナン」

親族や隣人などをおもてなし 行事の日の食卓は華やか 普段の食卓。ナンは常にテーブルにある

●レシピ
❶じゃがいもを塩を入れた水でゆ
でる
❷玉ねぎをみじん切りして少量の油
で炒め、キツネ色になってきたら
肉と塩、コショウを加えて炒める
❸じゃがいもがゆであがったらお
湯を切って皮をむき、お玉などを
使ってつぶす
❹じゃがいもと❷を混ぜて冷ます
　※味見をして塩加減を確認し、足りなけ
れば塩、コショウを加える

❺❹を好きな大きさで丸形にし、表
面に小麦粉、溶き卵、パン粉の順
につけていく
❻フライパンに入れた揚げ油を
170℃くらいに温めて❺を揚げる

●材料（４～５人分）
じゃがいも……………………………… 5個
玉ねぎ…………………………………１個半
牛か羊のひき肉… ………………… 350g
塩、コショウ… ………………………… 適量
卵… ………………………………………… １個
パン粉… ………………………………… 適量
小麦粉… ………………………………… 適量
揚げ油（揚げる鍋に合わせて）…………… 適量

現地で作った
日本食

ホームステイ先が大家族だったため大
量に作った

●レシピ
❶材料すべてと水（170ｍl）を混ぜ
てこねる
❷ラップをして１時間程度放置する
（発酵させる）
❸生地が膨らんだら、３つくらいの
塊に分けて丸める（トースターの
場合は平たくする）
❹200℃に温めたオーブン（または
トースター）で15～20分焼く

●材料（４～５人分）
強力粉… ……………………………… 250g
ドライイースト…………………………… 3g
塩… ……………………………… 小さじ2杯
砂糖……………………………… 小さじ1杯

日本で作る
現地めし

発酵して膨らむナン

イシククリ州アクスー村では家畜を飼う
のが一般的で、ホームステイ先でも羊30
頭、牛20頭、馬7頭、鶏30羽ほどがい
て、肉や牛乳、卵は自給自足でした。主食
はパンやじゃがいも、麺類やお米です。特
徴的なのが炒め物や煮込み料理、炊飯時や
サラダにも大量の油を使うこと。私と乳幼
児を含む10人家族で、５Lの油が1～2週
間で無くなっていました。普段の食事はシ

ンプルでナンと1~2品。冬で食べ物が少な
くなると、ゆでたじゃがいものみという日
も連続でありました。一方、行事やお祝い
事になると数種類のパンや麺、サラダ、肉
料理などをテーブルいっぱいに敷き詰めま
す。お客様を大勢呼ぶので、前日から肉を
用意したり、いろいろなパンを焼いたり揚
げたりして、おもてなしの準備をしていま
した。

ホームステイ先の食生活は？

ホームステイ先の肉をミンチにする器具
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（現・JICA千葉デスク国際協力推進員）
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民族衣装の生地を使った
グリーティングカードグアテマラ

ー海 外 編ー

ウチのこだわり

OB·OG
ショップ　協力隊時代にグアテマラへ派遣され、

先住民（インディヘナ）の子どもたちに

花作りを教えていた白石光代さん。家の

手伝いに追われ中学進学の機会さえ奪わ

れるインディヘナの女児は、大人になる

なかで夢を諦めていく。女性たちの困難

な状況を知り、同国・ソロラへ移住して立

ち上げたのが「グアグア・プロジェクト」だ。

畑仕事を終えたインディヘナの女の子た

ちに民族衣装の生地を使ったカードを制

作してもらい、販売した売上金はすべて

彼女たちの収入と支援に充てる。「グアグ

アと鳴きながら独り立ちしようとするアヒ

ルのひたむきさに、自立を目指す彼女ら

の姿を重ねました」。

　セミージャの生産パートナーには、ソ

ロラの母親たちもいる。家事や子育ての

合間をやりくりしながら、織物、刺しゅ

う、ビーズ細工など、特技を商品作りに

生かしている。観光ガイドで生計を立て

ながら長くこの活動を続けてきた白石さ

んだが、コロナ禍で2020年に帰国を余儀

なくされた。「その後メンバーから『仕事

がしたい』というメッセージが届きまし

た。事情が好転するまで待つこともでき

たでしょうが、コロナ禍における彼女た

ちの状況は決して甘いものではないと考

え、20年12月、活動を再開しました」。

　刺しゅう糸や布など制作に必要な材料

を日本で手配し、国際宅配便で発送。彼

女たちが作った商品が日本に届き次第、

ショップで販売する予定だ。

  「商品を作り続けることは、メンバーの

生きる力になります。それを購入して手

に取ってくださった日本の方々へも、何

かが伝わることを願っています」。

勉強を続けることを諦めざるを得なかった
女の子たちの夢をかなえるために

マヤ文明から続くグアテマラの民族衣装の生地を使ったグリーティングカードが定番商品。
作り手の名前を記入するために、字を書く練習から始めた子もいた

SHOP DATA

グアテマラ フェアトレードショップ 
セミージャ（semilla）

経営者：白石光代さん
グアテマラ／花

か

卉
き

栽培／
1999年度1次隊・埼玉県出身　

ウェブショップ
https://semilla.stores.jp/ 

就学支援活動「青い空の会」
https://www.aoisoranokai.org 

semilla

Text=村重真紀　写真提供＝セミージャ

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。
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